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障害者支援施設オークスヴィレッヂ 
ྫ元年度事業ๅ告 

 

１． 実施事業の概གྷ 
 

２． 各事業のཤ༽状況ๅ告 
2.1施設入所支援 

2.1-1生活介護 
2.1-2在籍者数 
2.1-3入退所状況 
2.1-4施設入所待機登状況 

2.2短期入所者 ཤ༽実績ๅ告 
2.3日中一時支援 ཤ༽実績ๅ告 
2.4相談支援 ཤ༽実績ๅ告 
 

３． ཤ༽者の状況ๅ告 
3.1年ྺ構成 
3.2障害支援区のා 
3.3各種手帳の所持状況 
3.4年金受給状況 
 

４． 各作業ൟ活ಊๅ告 
  4.1のびのび班   4.2なごみ班 
  4.3スマイル班   4.4めぐみ班 
  4.5きらり班    4.6つばさ班 

 
５． 給食実施状況ๅ告 
   5.1月พ給食業ແ実施内༲ 
   5.2お楽しみメニューの実施状況 
   5.3栄出納帳(年度ฑ均)ๅ告書 
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６． 健康管ཀྵ実施状況ๅ告 
   6.1月พ健康管ཀྵ業ແ実施状況 
   6.2定期健康診断の状況 
   6.3入所者の医ྏ機関通院状況 
   6.4入所者の医ྏ機関入院状況 

 
７． 職員研修状況のๅ告 
   7.1๑人・施設内研修 
   7.2施設外研修 
８． 災の取りૌみ状況ๅ告 
９． 主な催事のๅ告 
10． 見学者・ボランティアの受けれ状況のๅ告 
11． 主な環境ඍ、の購のๅ告 
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１． 実施事業の概གྷ 
■オークスヴィレッヂの事業 
 
 ●障害者支援施設の経営(施設入所支援)――第１種社会ෳ祉事業 
 【定員：50໌】 

施設入所支援は、施設に入所するごཤ༽者の間帯において、入ཌྷ、排ᔖ、食事等の介護
その他必གྷな支援を行う。また、相談、助言等のほか、社会生活上のส宜の供༫、その他の日
常生活上の支援、機能訓࿇、健康管ཀྵ及びྏ育上の支援を行う。ごཤ༽者の༙する能ྙに応
じ、充実した日常生活を営むことができるよう努める。 

 
 ●障害ෳ祉サービス（生活介護）――第２種社会ෳ祉事業 
【定員：50໌】 
ＡＤＬの低下や自ถ症等に起因する行動障害など、身体・精神で常時介護を必གྷとする

ごཤ༽者に対し、安全でかな日常生活を営むことができるよう、個々のごཤ༽者に十配
ྂした支援を行う。また、創作活動や生産活動の機会の提供、外出や行事、レクリエーショ
ン等の参加など日中活動の充実を図る。 

 
●短期入所 ――第２種社会ෳ祉事業 
【定員：9໌】 
居宅において、その介護を行なう者の疾病その他のཀྵ༟により、短期間等の入所を必གྷと

する障害者等につき、短期間等入所させ、入ཌྷ、排せつまたは食事の介護その他必གྷな支援
を行なう。 

 
●地域生活支援事業（日中一時支援事業）――公益事業 
【定員：若干໌】 
障害者等の家族の就࿓支援、および、障害者等を日常的に介護している家族の一時的な休息

を的とし、障害者等へ日中における活動の場を提供し、見守り、社会適応訓࿇等を行なう。 
 ※日中一時支援事業は次の市区町村と契༁を締結。 
ひたちなか市、水戸市、那珂市、東海村、日ཱི市、常大宮市。 

 
●特定相談支援事業所――第２種社会ෳ祉事業 
【対象：当施設入所者】 
 基ຌ相談支援と計画相談支援を行い、支援が必གྷな障害のある๏やご家族が、談やアセス
メントを通して、一人ひとりのニーズや状況に合わせた「サービス等ཤ༽計画」を作成します。
その後は定期的にサービスのཤ༽状況などをซき取りし、ร更が必གྷな場合には「サービス等
ཤ༽計画」のร更・修正を行う。 
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２． 各事業のཤ༽実਼ๅ告 
2.1施અ所支援(ఈ員 50໌) 

ཤ༽者 ཤ༽実ๅ告 
    

月 
ཤ༽者数 各月 

合計 
（人） 

ฑ均 
ཤ༽数 
人/日 

ཤ༽ི 
（％） 障害支援区 

6 5 4 3 
4 772 420 260 29 1481 49.3 98.7%  
5 787 429 273 26 1515 48.8 97.7%  
6 771 420 265 30 1486 49.5 99.1%  
7 772 434 272 31 1509 48.7 97.4%  
8 779 427 274 27 1507 48.6 97.2%  
9 773 420 229 29 1451 48.3 96.7%  
10 801 429 276 31 1537 49.6 99.2%  
11 772 416 265 30 1483 49.4 98.9%  
12 760 414 271 29 1474 47.5 95.1%  
1 776 369 268 26 1439 46.4 92.8%  
2 750 397 229 27 1403 48.4 96.8%  
3 801 394 274 26 1495 48.2 96.5%  
合計 9314 4969 3156 341 17780   

 

 
 

   

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

೧ౕ ೧間ฑ均ཤ༽ི：97.2％ 
೧ౕ ೧間ฑ均ཤ༽ི：97.4％  
々೧ౕ ೧間ฑ均ཤ༽ི：97.8％  
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2.1-1ਫ਼活介護(ఈ員 50໌) 
ཤ༽者 ཤ༽実ๅ告 

    

月 
ཤ༽者数 各月 

合計 
（人） 

ฑ均 
ཤ༽数 
人/日 

ཤ༽ི 
（％） 障害支援区 

6 5 4 3 
4 572 308 220 39 1139 51.7 103.4％ 
5 597 322 230 39 1188 51.6 103.2％ 
6 571 308 220 37 1136 51.6 103.2％ 
7 598 322 230 41 1191 51.7 103.4％ 
8 593 322 242 36 1193 51.8 103.6％ 
9 572 308 198 37 1115 50.6 101.2％ 
10 598 322 248 37 1205 52.3 104.6％ 
11 572 308 236 37 1153 52.4 104.8％ 
12 575 311 254 37 1177 51.1 102.2％ 
1 598 281 242 36 1157 50.3 100.6％ 
2 546 303 205 34 1088 49.4 98.8％ 
3 598 298 230 23 1149 49.9 99.8％ 
合計 6990 3713 2755 433 13891   

 
               ※生活介護利用上限日数は該当月㸫8日 
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2.1-2 
ཤ༽者在਼(所） 

  月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 小計 合計 

 
Ἔ城 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 228 

324 東京 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 72 
千ཁ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 24 

女 
Ἔ城 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 252 

276 東京 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 
長崎 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 

合計  50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 600 600 
        

 
 
2.1-3ୂ所状況 

ୂ所者਼ 
        
 入所前の所在 性พ 入所者数 退所ཀྵ༟ 性พ 退所者数  
         
 家庭 男 0 家庭帰 男 0  
  女 0   女 0  
 他施設 男 0 他施設へ移動 男 0  
  女 0  女 0  
 病院 男 0 入院 男 0  
  女 0  女 0  
 その他 男 0 地域社会へ移行 男 0  
  女 0  女 0  
     その他 男 0  
      女 0  
         
 合計 男 0 合計 男 0  
   女 0   女 0  
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2.1-4施અ所ཤ༽ ଶ機ౌ者਼ 
 男性 

待機登者数 
女性 

待機登者数 
ひたちなか市 10 8 
那珂市 1 1 
東海村 4 2 
常太田市 1 0 
日ཱི市 6 3 
水戸市 1 2 
Ἔ城町 1 0 
つくば市 0 0 
鹿嶋市 1 0 
潮པ市 1 0 
台東区 1 0 
合計 27 16 
前年度 28 17 
前々年度 22 15 

 
2.2期所者 

期所 ཤ༽実ๅ告 
    

月 者 児 合計 
4 111 0 111 
5 119 0 119 
6 104 0 104 
7 128 0 128 
8 105 0 105 
9 113 0 113 
10 111 0 111 
11 104 0 104 
12 104 0 104 
1 103 0 103 
2 104 0 104 
3 63 0 63 
合計 1269 0 1269 
前年度 1176 0 1176 
前々年度 1877 0 1877 
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2.3ೖ一時支援 
ೖ一時支援事業 ཤ༽実ๅ告 

        

月 ひたちなか市 那珂市 水戸市 日ཱི市 東海村 月พ計 
4 53 4 0 0 0 57 
5 44 4 0 0 0 48 
6 54 4 0 0 0 58 
7 57 3 0 0 0 60 
8 52 4 0 0 0 56 
9 50 2 0 0 0 52 
10 44 3 0 0 0 47 
11 43 2 0 0 0 45 
12 35 0 0 0 0 35 
1 39 1 0 0 0 40 
2 40 2 0 0 0 42 
3 2 0 0 0 0 2 
合計 513 29 0 0 0 542 
前年度 297 41 0 0 11 349 
前々年度 416 45 0 8 1 470 

 
 
2.4指ఈಝఈ૮支援事業 ཤ༽実ๅ告 
 
 施અをごཤ༽のཤ༽者の๏を主として、ຌ人またはご家ଔからの依བを受け、各種ෳ祉サ
ービスが円滑に受けられるよう、サービスཤ༽計画の作およびモニタリングを行った。 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年間合計 
モニタリング
件数 0 1 1 0 7 0 0 2 15 2 10 2 40 

計画件数 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 4 7 
月พ合計 0 1 1 0 7 1 1 2 16 2 10 6 47 
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３．  ཤ༽者の状況ๅ告 
3.1೧ྺ構 

 

ཤ༽者೧ྺ構න 
 

    
   区 
 
 
พ 

                    

合 
 

計 

最
高
೧
ྺ 

最
少
೧
ྺ 

ฑ 
 

均 

16 21 26 31 36 41 46 51 56 61 
Ộ Ộ Ộ Ộ Ộ Ộ Ộ Ộ Ộ Ộ 

20 25 30 35 40 45 50 55 60  

                    

 0 0 0 0 1 8 3 6 2 7 27 73 37 49.7 
女 0 0 0 1 0 4 4 3 4 7 23 75 34 54.3 
計 0 0 0 1 1 12 7 9 6 14 50     51.8 

ർི(%) 0% 0% 0% 2% 2% 24% 14% 18% 12% 28% 100%       

 
3.2障害支援区のා 

                                  
    区 

 
 性พ 

6 5 4 3 2以下 計  

男 18 4 5 0 0 27  

女 8 10 4 1 0 23  

計 26 14 9 1 0 50  

比ི 52% 28% 18% 2% 0% 100%  
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3.3各種手ீの所持状況 
 

ྏ育手ீの所持状況   
                                  

    区 
性พ 

⡥ A B C 計       

男 10 12 3 2 27       

女 6 12 5 0 23       

計 16 24 8 2 50       

比ི 32% 48% 16% 4% 100%       

 
 

身ର障害者手ீの所持状況 
                                  
                                  

等級 1級 2級 3級 4級 5級 6級 計    

所持数 0 1   1 2   4    

 
 
3.4೧金受給状況 

                                  
                                  

  
障害者基礎年金 ྺ厚生年金 າ支給 

計 
1級 2級     

入所者数 31 16 (1) 3 50 
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４． 各作業ൟ活ಊๅ告 
ཤ༽者個々のニーズや希等を把握し作成した個พ支援計画に沿って、食事・排ᔖ・入ཌྷ等
の日常生活支援及び運動・創作活動・༪暇活動等の日中活動支援を行いました。生活の充実
と生活スキルの維持向上及び身体機能の維持向上に取り組みました。 
 

4.1のびのびൟ事業ๅ告 
・個々の特性をཀྵ解し、ཤ༽者༹への個พ支援を行なう事により、ADLの維持や向上に繋げてい
きましいた。 

・生活していく中で欠かせない清掃や洗濯などにຘ日携わることにより、自主性やཤ༽者༹同士
のྒྷ好な人間関係を構築し、よりྒྷい住環境作りを指しました。 

・多彩なプログラムを取り入れる事で、日中活動の充実を図り、ཤ༽者༹の QOL向上に繋げてい
きました。 

 

支援གྷ ［୴職員］੶ઔ・根ຌ・ీ 

 
支援事項 

・身ว処ཀྵ支援 

手洗い、髭剃り、気温に応じた衣ྪの調整をຘ日行いました。 

・洗濯作業・室内清掃 

これらを通し、自らのༀ割に責任を持ち取り組んでいただくと共に、互いを思いやる気持ちを
いました。 

・軽運動 

ຘ日のラジオ体操・ウォーキングの他に、活動の中でも軽運動を取り入れ、心身の健康維持に
努めました。 

・その他 

外出や作品作りなどを取り入れ、より充実した生活に繋げられるよう支援しました。 

 

ཻ意఼ 

・個々の特性に応じた支援を行うと共に長所を伸ばせる支援を心掛けました。 

・個人の体調・体ྙ・年ྺを考ྂし、安全に配ྂしながら支援を行いました。 

・職員間の情ๅ共༙を大切にし、ཤ༽者に対するཀྵ解を深め、よりྒྷい支援の向上に努めました。 
・緊急時に素早く対応できる心構えを持ち、また責任を持って支援を行いました。 
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ྫ元೧ౕ のびのびൟ 個พ支援ๅ告 

 

○౷井 義ཾ༹ 

 ຘ日の身だしなみや衣ྪ調整をごຌ人と行い、コミュニケーションを図りました。また、ཚち
着いている時には、活動への参加を促し、日中活動への参加意ཋの向上に繋がるよう支援しま
した。 

 

○ബඎ ໞ༹ 

 ごຌ人は、意ཋ的に参加されていますが、年ྺや疾患などに配ྂし、心身のෝ担にならない範
囲で活動に参加していただきました。また、他ཤ༽者༹へ過干渉になってしまう事もあるため、
他ཤ༽者༹への関わりに十配ྂしていきました。 

 

○௫ はるい༹ 

 ごຌ人とのコミュニケーションを大切にし、ごຌ人が、意ཋを持って活動に参加できるよう支
援しました。また、ごຌ人の体調や精神に配ྂしつつ、ADLの維持に努めました。 

 

○岡崎 幸子༹ 

 他ཤ༽者༹との関わりによって、精神的不安定となり、日中活動への参加拒否や一時的な意ཋ
の低下がみられました。ごຌ人の精神に配ྂしながら、自らのༀ割をཀྵ解し、責任を持って
最後までやり遂げられるよう支援しました。 

 

○小薗 みどり༹ 

活動参加中は、集中してༀ割を遂行されていますので、今後もごຌ人の長所を伸ばせる支援を
行ないました。また、日頃のコミュニケーションを大切にし、ごຌ人が困っている事や不安な
事を伝えられる関係を構築できるよう配ྂしました。 

 

○ઔ崎 ඔ佐子༹ 

 他ཤ༽者༹の言動に過干渉となってしまう事もある為、協調性を持って他ཤ༽者༹と関われ
るよう支援しました。また、ADLの維持に努めました。 

 

○菊ஓ かおり༹ 

 ごຌ人が得意な清掃活動などを通し、活動への意ཋ向上を図りました。また、他ཤ༽者や職員
との関わりに配ྂし、円滑に参加できるよう支援しました。 

 

○小橋 悦子༹ 

 活動への参加意ཋや集中ྙを維持できるよう支援しました。また、他ཤ༽者༹との関わりに配
ྂし、ごຌ人が参加しやすい環境作りを行いました。 

 

 

個人的な情報があるため非公開



p. 13 
 

○໘引 ෳ子༹ 

 体調に配ྂしつつ、ごຌ人の体ྙ維持に努めました。また、他ཤ༽者༹との関わりに配ྂし、
トラブル止に努めました。 

 

○౽咲 ༓ඔ༹ 

 他ཤ༽者༹との関わりに配ྂし、トラブル止に努めます。精神の安定を図る為、その時々
に応じた声掛けを行なっていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人的な情報があるため非公開
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ྫ元೧ౕ  のびのびൟ  

月พ支援ๅ告 

 
月 支援಼༲ 

４月 

 

５月 

 

６月 

７月 

８月 

 

９月 

 

１０月 

１１月 

１２月 

１月 

２月 

３月 

○೧間を௪しての作業಼༲やླྀれを握しました。 

 (主として、જୗ作業、ੜૡ作業、ରྙ作り、作作) 

 

 

 

≪夏のいこい≫ 

○支援๏๑の検౾及び見しました。 

 

 

 

≪秋祭り≫ 

≪さよならパーティー≫ 

 

○１೧間の価及びൕ省、པ೧ౕの課ୌを検౾しました。 

ඍ考 ・施અの೧間行事に合わせて準ඍ、࿇習などもೖ活ಊので取りれていきま
した。 

・季ઇ、ళ候に応じて、活ಊ಼༲をร更しました。 

・健康や安સには十なഓྂをして支援を行っていきました。 
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ྫ元೧ౕ  のびのびൟ  

活ಊೖ課及び週間ೖ課 支援ๅ告 

 

 AM PM 

 

月 

જୗ干し 

ラジオର・ウォーキング 

ੜૡ 

身ว処ཀྵ 

જୗ取り込み 

仕け 

ワークサンプル 

 

火 

જୗ干し 

ラジオର・ウォーキング 

ੜૡ 

身ว処ཀྵ 

જୗ取り込み 

仕け 

ワークサンプル 

 

水 

જୗ干し 

ラジオର・ウォーキング 

ੜૡ 

身ว処ཀྵ 

જୗ取り込み 

仕け 

ワークサンプル 

 

 

જୗ干し 

ラジオର・ウォーキング 

ੜૡ 

身ว処ཀྵ 

જୗ取り込み 

仕け 

ワークサンプル 

 

金 

જୗ干し 

ラジオର・ウォーキング 

ੜૡ 

身ว処ཀྵ 

જୗ取り込み 

仕け 

ワークサンプル 

 
※悪ళ候時の作業಼༲は、ྡ機応รにଲ応しました。 

※気換や運ಊଏにならないよう、屋外活ಊや近ྣ散策も取りれました。 

※時間಼で作業಼༲を遂行出པるよう計画しました。 
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ྫ元೧ౕ のびのびൟೖ課න 

 

時間 ೖ 課 

８：３０ 洗濯干し 

９：３０ ラジオ体操、ウォーキング 

１０：３０ お茶休憩、トイレ休憩、身ว処ཀྵ 

１０：５０ 館内清掃、作品作り 

１１：２０ 配膳 

１２：００ 昼食、休憩 

１３：３０ 作業開始 

洗濯こみ・仕け作業 

１４：３０ 入ཌྷ準備、ワークサンプル 

１５：００ おやつ、トイレ休憩 

１５：３０ 作業終྅ 

 

※作品制作や外出など、その時に応じて作業内༲を柔軟にร更しました。 
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4.2なごみൟ事業ๅ告 
プログラムの課題ๅ告  
・ 一人ひとりの個性を生かし、個々にあった個พ支援を行い、精神安定と ADL・QOLの向上に
繋げていきました。 

・ 販売や行事に向けて作品を作成し製品化しました。 
・ 自らが作り上げる事で達成感や喜びを感じられるよう支援しました。 
・ まくら製作に関しては、確認を念入りに行い、品の混入、虫の発生をぎました。 
・ 作業活動を通して思いやりの気持ちや協調性が持てるよう支援しました。 

 

支援གྷ [ 担当職員 ：関 宇］            
 

支援事項 
・まくら作り(害虫駆除→そば殻干し→ふるい→そば殻入れ→製作→販売) 
・ 定期的に施設内整備、屋外清掃、施設周วのクリーン活動を行いました。 

・ 身ว処ཀྵ支援 身だしなみ（ひげ剃り、衣ྪの調整などの声掛け） 

・ ຘ日作業参加シールを貼って頂き、参加意ྙを高めるようにしました。 

・ 作業開始、終྅時のメリハリをけました。 

・ 時間を守れるようにしました。 

・ 体ྙ作り（ラジオ体操、ウォーキング、軽運動など）を行いました。 

・ 雨天時、レクレーション等を取り入れ精神状態を安定させ、屋内でできる作業を提供しま
した。 

・ ຘ月 1回の希を聴取し外出の機会を作り、気転換、作業意ྙの向上に努めました。 

ཻ意点 

１：一人ひとりの個性に応じた個พ支援を行いました。 

２：るいฉ囲気の中で作業を行いました。 

３：材ྋや道具を大切に使い、整ཀྵ整頓・確認の習慣を身につけました。 

４：挨拶当番等、積極的にༀ割を持たせました。 

５：精神状態の把握（表情、行動、言動など）をしました。 

６：所在の確認、危険の取り扱いや所持に注意しました。 

７：自己中心的にならず、お互い助け合う仲間作りを声掛け支援しました。 

８：個人の体調、精神状態、年ྺ、体ྙを考え作業内༲の確認を定期的に行いました。 
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ྫ元年度なごみ班個พ支援ๅ告 
 

〇宮宇ஏ 克༹ 
 傾聴することにより精神も安定されていることが多く、作業参加ིが高くなってきていま
す。継続できるよう支援しました。自のペースで作業に取り組める環境作りに努めました。体
ྙ低下止の為に、適度な運動を取り入れて体ྙ作りを行いました。 
 

〇小宮 紀༹ 
 休むことなく作業に参加されています。積極的に取り組む姿勢も見えられています。できる作
業をໝ索し、できることを増やしていきます。ิ 行時、スピードが出てしまい転倒の恐れがある
為、その都度声掛けを行い見守りしました。下肢筋ྙの低下を止する為に適度な運動を取り入
れました。 
 
〇Ἔ城 ൗ子༹ 
 ຘ日の精神状態を把握し、工した声掛けを行い、作業の参加を促しました。集中できる作業
を提供し、ཚち着ける環境作りに努めました。体調では、てんかん発作に注意し、状態の把握
に努めました。また、体ྙ低下止の為、適度な運動を取り入れました。  

 
〇ຌీ ఱ子༹ 
 マイペースではあるが作業においては積極性があり、いろいろな作業をされています。自ら
しをすることがあまりない為、傾聴する時間を設け、職員との信བ関係を築いていきました。ま
た、下肢筋ྙの維持の為、適度な運動を取り入れました。 
 

〇ຉ಼ ཾ司༹ 

 作業参加の意識はあり、集中してできる作業を提供し、ཚち着いて作業が取り組める環境作
りに努めました。ຌ人にとってわかりやすい言ཁで説し、できる作業を増やしていけるよう
支援していきました。また、体ྙ低下止の為、適度な運動を取り入れました。 

 

〇雨ᖔ ઑ༹ 
 作業意ཋ、作業内༲のཀྵ解は十に見られます。引き続き、最後のฤけまで作業に対する責
任感を身にけるよう支援しました。ิ 行状態、てんかん発作に注意し見守りを行いました。ま
た、体ྙ低下止の為に、適度な運動を取り入れて体ྙ作りを行いました。 
 

〇ోว 悦༹ 
 生活のリズムが๊れないよう、ຌ人に合った声かけを行い、ຘ日の作業参加を促しました。作
業は、丁寧に行え、挨拶もきちんと出པる為、傾聴する時間を取り入れ、意ཋ向上に繋がる作業
内༲を提供しました。また、体ྙの低下を止する為に適度な運動を取り入れました。 
 
〇ੜ水 よし江༹ 

個人的な情報があるため非公開
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 作業には、積極的に参加しています。身にけた作業技術が後退しないよう継続して、体調
にཻ意し支援しました。また、体ྙ低下止の為、適度な運動を取り入れました。  
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なごみ班月พ支援ๅ告 
 

月 支 援 内 ༲ 
4月 
 
5月 
 
6月 
 
7月 
 
8月 
 
9月 
 
10月 
 
11月 
 
12月 
 
1月 
 
2月 
 
3月 

〇同じ作業班としての仲間意識、思いやりを持たせました。 
〇一人ひとりに合った作業内༲の選択、支援๏๑の確認をしました。 
まくら作業・環境ඍ・ରྙ作り 
 
 
 
<夏のいこい> 
 
 
 
<日帰りྃ行> 
 
〇作業内༲・支援๏๑の検討及び見直しをしました 
 
<秋まつり> 
 
<さよならパーティー> 
 
 
 
 
 
〇1年間の評価・反省を行い、པ年度の一人ひとりの作業内༲を見直しました。 

 ※常に人員確認と状況の把握に努める。またハサミの管ཀྵ、針のຌ数の確認と事ແ所へ
のศ却を怠らないようしました。 
※まくら倉庫の施錠・使༽した電化製品の確認をしました。 
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ྫ元年度なごみ班週間支援ๅ告 
 
 
 

 
〇天候や時間の状況によって柔軟に活動内༲をร更しました。 
〇施設内の環境整備、は施設周วのクリーン活動を行いました。 
〇定期的に運動を取り入れました。 

 
 
 
 
 
 

 

 AM PM 

月 ラジオ体操・ウォーキング 

身ว処ཀྵ 

（髭剃り、手洗い、身だしなみ） 

作業 

ベットメイキング 
作業 
 
ฤけ・清掃 

火 ラジオ体操・ウォーキング 
身ว処ཀྵ 
（髭剃り、手洗い、身だしなみ） 
作業 

ベットメイキング 
作業 
 
ฤけ・清掃 

水 ラジオ体操・ウォーキング 
身ว処ཀྵ 
（髭剃り、手洗い、身だしなみ） 
作業 

ベットメイキング 
作業 
 
ฤけ・清掃 

 ラジオ体操・ウォーキング 
身ว処ཀྵ 
（髭剃り、手洗い、身だしなみ） 
作業 

ベットメイキング 
作業 
 
ฤけ・清掃 

金 ラジオ体操・ウォーキング 
身ว処ཀྵ 
（髭剃り、手洗い、身だしなみ） 
作業 

ベットメイキング 
作業 
 
ฤけ・清掃 
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ྫ元年度 なごみ班日課表 

 

時間 ೖ 課 

９：３０ ラジオ体操、ウォーキング 

１０：１５ 身ว処ཀྵ 

手洗い・消毒 

水ึ給 

１０：３０ 作業開始  

１１：１０ 作業終྅ 

１１：１５ 手洗い・消毒 

１１：２０ 昼食の配膳 

１１：４５ 昼食・休憩 

１３：１５ ベットメイキング 

１３：３０ 作業開始 

１４：００ 休憩 

１４：１５ 作業開始 

１４：４５ 作業終྅   ฤけ・掃除 

１５：００ 手洗い・消毒・検温 おやつ 

１５：３０ 作業終྅・入ཌྷ準備 

 

 

※参加確認、また意ཋ向上の為、作業始まりに自でシールを貼って頂きました。 

※施設周วのクリーン活動・施設内の環境整備を行いました。 

※気転換に月 1回の外出・傾聴する時間を取り入れました。 
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4.3スマイルൟ事業ๅ告 
 

プログラムの課ୌๅ告 
・個人の身体能ྙ、特性を考ྂしてプログラムを作成して、今後の施設生活を 

 快適に送れるよう QOLの向上を指しました。 

・個พ機能訓࿇プログラムを作成して、適正な機能訓࿇及び運動を行う事で ADLの向上を指 

しました。 

・認知症をཀྵ解して適切な対応を行えるようにしました。 

・笑顔が絶えない、るく楽しい班活動を行えるようにしました。 

 

支援員  [担当職員：稲川 ຉ江] 

 

支援事項 

 ○機訓࿇及びରྙ作り 

  個พの機能訓࿇プログラムを作成して、適切な機能訓࿇、リハビリテーションの実施を支援
をしました。 

○レクリエーション 

  レクリエーションを取り入れた活動を行い、楽しく笑顔の絶えない活動を支援をしました。 
 ○外出 

  外出を企画して心身共にリフレッシュできる機会を設けました。 

 ○எ症 

  認知症及び認知症の症状がみられるཤ༽者に対して、正しい知識を持ち対応しました。 

 

ཻ意఼ 

１． 看護師と࿊携して個พの機能訓࿇プログラムを作成しました。 

２． 事故止に努め安全な活動を実施しました。 

３． 適宜に個人プログラムの評価して常に適切な活動を提供できるように努めました。 

４． ห強会を開き、リハビリ、認知症、レクリエーションの知識を身につけました。 

５． 職員間では情ๅの共༙をして、共通した支援を行いました。 
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ྫ元年度 スマイル班個พ支援ๅ告 

○天 敏༦ ༹ 

 身体の可動域が小さくなってきているので、可動域訓࿇を取り入れて ADL 低下を軽減してい
きました。また、ิ 行状態も低下してきているので下肢筋ྙが低下しないよう訓࿇を取り入れま
した。活動内༲を見直して自ら出པる事をໝ索して提供しました。自ཱིでの排ᔖが困難な状況な
ので排ᔖパターンを把握して清潔な状態がฯているようにしました。また、トイレでの排ᔖがで
きるよう訓࿇を行いました。突発的に興ฅすることがあるので、ฑ穏で安全に過ごせるよう支援
しました。誤ᅠの可能性があるのでᅠ下体操を取り入れました。排ᔖパターンを把握してトイレ
༢導を実施しました。 

 

○坂場 照男 ༹ 

 認知機能の低下がみられています。ຌ人が混ཛྷ、不安にならないよう適切な対応をしました。
また、看護師、医師とも࿊携してຌ人がཚち着いて施設生活を持続できるよう支援しました。ຌ
人の行動パターンを把握して興ฅ等のトラブルを༩測していき軽減できるよう努めました。運
動をする機会が減っているので、ຌ人にあったプログラムを作成して運動を持続できるよう支
援しました。誤ᅠの可能性があるのでᅠ下体操を取り入れ実施しました。 

 

○ຉ 雅彦 ༹ 
 ADLの低下がみられています。運動を好まず、ウォーキングの際は座り込み拒否がみられるの
が現状です。椅子に座っての運動などを取り入れて筋ྙ低下を止していきました。ຌ人が参加
できるレクリエーション等を取り入れて楽しく班での活動ができるよう支援しました。また、ิ
行状態や心身の状態を把握し、家族とも共༙しました。誤ᅠの可能性があるのでᅠ下体操を取り
入れ実施しました。排ᔖパターンを把握してトイレ༢導を実施しました。 

 

○海ᖔ 嘉༦ ༹ 
 ADLの低下が顕著で自ྙでのิ行が困難になり手引きでの移動をされてましたが、ิ 行器を使
༽してのิ行を行っています。自ཱིして安全にิ行が出པるよう下肢筋ྙ低下止を標に、座
ってでの機能訓࿇、ウォーキングを行いました。意ཋ的に活動が出པるようレクレーションやຌ
人の意向を考ྂした活動を取り入れました。穏やかに過ごし精神状態が安定できる環境を提供
しました。誤ᅠの可能性があるのでᅠ下体操を取り入れ実施しました。排ᔖパターンを把握して
トイレ༢導を実施しました。 

 

○高畠 英 ༹ 

 ຌ年度よりつばさ班より移動してきました。つばさ班ではリーダー的存在で活動をしました。
ຌ人の意ཋが減退しないようなプログラムを取り入れ意ཋ的に班での活動が行えるようにして
いきました。情緒でも帰宅願が強くみられるので、安定した活動が行えるような環境をしま
した。下肢筋ྙの低下もみられます。今後の施設生活で自ཱིして生活が送れるよう運動を取り入
れました。認知機能の低下もみられますので、活性できるようなプログラムも取り入れてました。 

個人的な情報があるため非公開
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○河 ᒉ子 ༹ 

 意ཋ的に、班での活動に参加できるよう声掛けや環境を提供しました。ຌ人にできる手伝い
等も提供して、自発的に行動できるようになるよう支援しました。運動をあまり好まない傾向
があり、下肢筋ྙ等の低下が考えられるので、椅子に座って出པる運動や楽しく行える運動を
提供し実施しました。笑顔を絶やさず活動ができるようレクリエーションも取り入れました。 

 

○໘引 恵美子 ༹ 

 骨折により車椅子での生活を送っています。状態が以前よりもྒྷくなってきているので、ิ 行
訓࿇を取り入れて訓࿇を実施しました。安全に考ྂをしてໃཀྵのໃいように実施しました。精神
状態が安定して生活、班での活動が送れるようレクレーションなどを取り入れました。認知症の
症状があるので適切な対応がとれるよう知識を身につけていきました。誤ᅠの可能性もあるの
で昼食前にはᅠ下体操を取り入れ実施しました。排ᔖパターンを把握してトイレ༢導を実施し
ました。 

 

○見代 よし子 ༹ 

 今ではスマイル班での活動に慣れてきています。ຌ人のやりがいに繋がるようなプログラム
を作成して活動できるようにしました。また、活動時には販売ができないストレスがཹまらない
ような楽しい時間を過ごせるプログラムを提供し実施しました。体調でも高血圧など疾患も
あるので看護師とも࿊携して健康に活動が継続できるよう心掛けていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人的な情報があるため非公開
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ྫ元年度 スマイル班月พ支援ๅ告 

月 支 援 ಼ ༲ 

４月 

 

 

 

５月 

 

６月 

 

７月 

 

８月 

 

９月 

 

１０月 

 

１１月 

 

１２月 

 

１月 

 

２月 

 

３月 

○同じ作業班としての仲間意識を共༙しました。 

○ひとり一人に合った作業内༲、機能訓࿇を作成してリハビリテー
ションやレクリエーションを年間を通して実施しました。 

 

 

 

 

 

                       《夏の憩い》 

○3か月ຘに、活動内༲を評価してຌ人にあった活動を提供できる
ようにしました。                        

 

 

 

○3か月ຘに、活動内༲を評価してຌ人にあった活動を提供できる
ようにしました。 

                         《秋祭り》 
 

《さよならパーティー》 
 

○3か月ຘに、活動内༲を評価してຌ人にあった活動を提供できる
ようにしました。                                           

備考 ・施設の年間༩定行事（夏の憩い、秋祭り、さよならパーティ等）
にあわせて準備、࿇習などもとりいれました。 

・施設外支援を積極的に行うことで、地域社会との交ླྀ・参加を図
りました。 
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ྫ元೧ౕ スマイルൟ週間プログラム 

 

 AM PM 
月 のର・ウォーキング 

ൟでの活ಊ 

身ว処ཀྵ 

ාීき 

ൟでの活ಊ 

ཌྷ準ඍ 

火 のର・ウォーキング 

ൟでの活ಊ 

身ว処ཀྵ 

ාීき 

ൟでの活ಊ 

ཌྷ準ඍ 

水 のର・ウォーキング 

ൟでの活ಊ 

身ว処ཀྵ 

ාීき 

ൟでの活ಊ 

ཌྷ準ඍ 

 のର・ウォーキング 

ൟでの活ಊ 

身ว処ཀྵ 

ාීき 

ൟでの活ಊ 

ཌྷ準ඍ 

金 のର・ウォーキング 

ൟでの活ಊ 

身ว処ཀྵ 

ාීき 

作業場ੜૡ 

ཌྷ準ඍ 

※個พのプログラムを作して、活ಊを行いました。 
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ྫ元年度 スマイル班日課表 

 

時間 ೖ 課 

９：００ ラジオ体操、ウォーキング 

９：３０ 活動開始 

（機能訓࿇、リハビリテーション 

 レクリエーション） 

１０：３０ お茶休憩 

１０：４５ 活動再開 

１１：００ 身ว処ཀྵ 

１１：２０ ᅠ下体操 

１１：３０ 手洗い 

１１：４０ 昼食、休憩 

１３：１５ ා団ීき 

活動開始 

（機能訓࿇、リハビリテーション 

 レクリエーション） 

１４：５０ 手洗い 

１５：００ おやつ 

１５：１５ 検温 入ཌྷ準備 

１６：００ 作業終྅ 

 

※トイレ༢導は個พの排ᔖパターンを把握して適宜に実施しました。 

※活動は、体調を考ྂして安全に実施しました。 
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4.4めぐみൟ事業ๅ告 
 

プログラムの課ୌๅ告 
・ཤ༽者個々の性格や能ྙを念頭に置き、個พに支援を行うことにより ADLの向上を指しま
した。 

・個々の能ྙに合った作業課題を設定して、やりがいと楽しみを持って作業に取り組めるよう
に支援しました。 

・農作を栽培、収穫して販売するという一࿊の活動を通してものづくりの楽しさを感じても
らえるように支援しました。 

・収穫した農作は販売を的としたもので、その過程である農作業も仕事であるという意識
と責任感を育めるように支援しました。 

・屋外での作業により体ྙと忍耐ྙを身につけてもらえるように支援しました。 

・作業活動を通じて自主性や協調性を育めるように支援しました。 

 

支援གྷ  [ 担当職員 ] 神田、田、ฤ岡、飛田 
 

支援事項 
・菜作り・販売（栽培、収穫、販売等） 

・施設内整備、屋外清掃（ฤけ、除草、清掃作業等） 

・身ว処ཀྵ・身だしなみ（ひげそり、衣ྪの調節等） 

・清潔ฯ持（作業手袋、靴下、タオルの洗濯等） 

・安全の確ฯ（適切な༽具使༽、水ึ給、日焼け、虫よけ対策等 

・体ྙ作り（ラジオ体操、ウォーキング等） 

ཻ意点 

１：ཤ༽者一人一人の能ྙや性格に応じた個พ支援を行う。 

２：るく楽しいฉ囲気の中で作業を行う。 

３：材ྋや道具を大切に扱う。 

４：清掃・おやつ当番等、積極的にༀ割担を持たせていく。 

５：体調、精神状態、作業中の所在の確認。（表情、言動などに気を配る） 

６：安全への配ྂ（適切な道具の使༽、危険の取扱や所持に注意する） 

７：自己中心的にならず、お互いに助け合う仲間意識、協調性を育む支援を行う。 
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ྫ元年度 めぐみ班個พ支援ๅ告 
 
須鴨 好之 ༹ 

 作業活動には積極的であるが、ຌ人の年ྺ、体調に配ྂしໃཀྵのない範囲で作業支援を行いま
した。頑張りすぎてしまうがあるため適時休憩をはさんで取り組めるように作業ペースに配
ྂしました。ຌ人の意向もซき取りニーズにこたえられるような作業課題を提供できるように
しました。 
 

ྵ 正男 ༹ 

 屋外での作業活動には積極的であるが、作業課題によっては気が乗らない༹子や積極性に
欠けることがあるため、作業中の༹子を観察して精神状態の把握に努めました。ຌ人がཚち着い
て作業に取り組めるように作業課題や声掛けに配ྂしました。適切な衣ྪの調節や清潔ฯ持が
できるように配ྂしました。 
 
佐川 康次 ༹ 

 作業意ཋがあるのでຌ人できる෨を伸ばすような支援を心がけました。自信のない作業に
は消極的ながみられたので、作業の内༲を丁寧に説するなどして作業課題に挑戦できるよ
うに配ྂしました。精神的に不安定で突発的な言動がみられることがあるので精神の状態把
握に努め、ཚち着いて作業に取り組めるように声掛けなどに配ྂしました。 
 
大内 賢次 ༹ 

 集団行動が苦手な場がみられていたが、6月頃より「めぐみ班の作業に参加したくない」「め
ぐみ班はやめた」との発言があり、作業参加が難しい期間が続いた。確なཀྵ༟はよくわからな
かったがຌ人のやる気を引き出すことができず、状況が改善しなかったため、9月より作業班を
きらり班にร更することとしました。 

 

ྵ 弘美 ༹ 

9月よりめぐみ班の作業に参加している。当初より作業意ཋもあり積極的であったが、作業工
程のཀྵ解が不十な場がみられるので作業の内༲、やり๏を丁寧に説するように支援しま
した。細かな作業は難しい場も見られたので、ຌ人のできる範囲で作業課題を増やせるように
心がけました。作業中の失禁がみられることがあったため、休憩時の声掛けや清潔ฯ持に配ྂし
ました。 

 

菊池 成太 ༹（短） 

作業意ཋはあるが正確性、集中ྙに欠けるがあったので作業内༲を丁寧に説して、作業中
も声掛け、工程の確認を行うようにしました。ຌ人にも作業のๅ告、結果の振りศりができるよ
うに支援しました。市ༀ所販売では公共の場所でのルールやマナーを意識して行動できるよう
支援しました。 

 

個人的な情報があるため非公開
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山口 広美 ༹ 

 作業能ྙも高く自信をもって作業に取り組む姿がみられた。作業中は自己中心的にならない
ように、他のཤ༽者との共同作業や協調性を意識してもらえるように配ྂしました。作業内༲に
よっては取り組みにむらがみられる場があったので、作業の必གྷ性を説しཀྵ解してもらえ
るように支援しました。 
 
柴田 真ཥ ༹ 

 作業参加への意識は高いが、作業内༲によりしり込みしてしまう場も見られたので、作業の
内༲、工程を説して取り組みを引き出すように支援しました。他のཤ༽者に過剰に指示を出す
ような場も見られたので、相手の状況の判断や協調性を意識できるように配ྂしました。 
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月พ支援ๅ告（めぐみ班） 
 

月 支 援 内 ༲ 
 

4月 
 
 
 
5月 

 
 

6月 
 

7月 
 

8月 
 

9月 
 

10月 
 

11月 
 

12月 
 

1月 
 
 

2月 
 
 

3月 
 

 
○同じ作業班としての仲間意識を持ってう。 

○個性にあった作業及び支援๏๑をໝ索する。 

○菜の植えけ。 
 
○年間を通して作業の内༲やླྀれを身につける。 

☆菜の植えけ、収穫。 
 
☆菜の植えけ、収穫。  

         ※夏のいこいの準備や࿇習も追加。 

☆菜の植えけ、収穫。  
 
☆菜の植えけ、収穫。  
 
☆菜の植えけ、収穫。  
 
☆菜の植えけ、収穫。  
 
☆菜の植えけ、収穫。    ※秋祭り準備 
 
☆菜の植えけ、収穫。  

※さよならパーティの準備や࿇習  

☆菜の植えけ、収穫。  

○作業内༲、支援๏๑の検討及び見直し 
 

☆冬季は෫邪༩（うがい、手洗い、体温、体調のร化、通院） 

☆菜の植えけ、収穫。 
 
○１年間の反省をし、པ年度の改善点と課題を考える。 

☆菜の植えけ、収穫。  
 

 ●屋外作業が主である為、常に人員確認と状況の把握に努める。またカマやใ丁・はさ
みなどの刃ྪや除草剤等༂品が多数あるため、使༽と管ཀྵには十に注意をう。（施
錠の徹底） 
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ྫ元年度 めぐみ班週間支援ๅ告 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 直売所での販売は原則ຘ日行う༩定でしたが柔軟に対応しました。（季節に応じて時間は検
討する） 

○ 天候や気温、状況によって柔軟に活動内༲をร更しました。 

○ 雨天時は棟内清掃、踏み台昇降などによる体ྙ作りを取り入れました。 

 
 
 
 
 
 

 ＡＭ ＰＭ 

月 身ว処ཀྵ 

畑作業 
販売༽品作り（菜） 
 

畑作業 
菜販売 

清掃 

火 身ว処ཀྵ 

畑作業 

販売༽品作り（菜） 
 

畑作業 

菜販売 

清掃 

水 身ว処ཀྵ 
畑作業 

販売༽品作り（菜） 

市ༀ所販売（販売༩定表による） 
 

畑作業 
菜販売 

清掃 

 身ว処ཀྵ 

畑作業 
納品༽品作り（菜） 

畑作業 

菜販売 
こども園菜納品 

清掃 
 

金 清掃 

身ว処ཀྵ 

作業場のฤづけ 

菜販売 

菜販売代金回収 
洗濯（衣ྪ・足袋等） 

清掃 
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ྫ元年度 めぐみ班日課表 
 

 時間 内༲ 支援内༲ 
AM ８：４０  申し送り・清掃・身ว処ཀྵ  

 ９：３０ ラジオ体操・ウォーキング  

 １０：００ 各作業開始 人員確認 
  農耕作業、菜収穫・販売準備  

  農耕作業、菜販売  

 １０：２０ 手洗い  手洗い支援 
 １０：３０ お茶 お茶準備 
 １０：４０ 作業再開  

  各作業場へかれる。  

 １１：２０ 手洗い 手洗い支援 
 １１：４０ 昼食・休憩  

PM    
 １３：３０ 作業開始 人員確認 
  各作業場へかれる  

  畑草取り・石拾い、種まき・収穫等  

  菜準備・販売  

 １４：４５ 手洗い 人員確認 
 １５：００ おやつ  

 １５：２０ ཎ日販売༽菜収穫・準備 各作業場で行う 
 １５：３０ ฤけ・作業場清掃後、入ཌྷ 入ཌྷ準備等 

 
〇天候や気温、状況によって柔軟に活動内༲・作業時間をร更する。 

〇雨天時は棟内清掃、体ྙ作り、レクリエーション等も取り入れていきました。 

 
 
 
 
 
 



p. 35 
 

4.5きらりൟ事業ๅ告    
プログラムの課ୌ 
・ ひとりひとりを尊重しながら、活動へのモチベーションの維持・向上を図り、個々の༙する能
ྙを活かすことで、QOLの向上を指した。 

・ 作業に集中出པるよう適宜構造化を行い、環境を整えた。 

・ 適度な運動ྖを確ฯすることにより、ADLの維持・向上を指した。 

・ 一定の環境下におけるソーシャル・スキルの向上を指した。 

 

[୴職員：൏、岩間、山、磯㟔、ઔ上] 

 

支援事項 

 ○身ว処ཀྵ支援 

  手洗い、髭そり、ා団ීき、衣ྪ整ཀྵ・調整を行い、ADLの向上を図った。 

○外ੜૡ、リサイクル作業などを行った。 

  清掃作業や除草作業を行った。リサイクル作業は、空き缶潰し・選พ、プルタブ取り等を行
った。 

 ○ରྙ作り 

  ウォーキング、体操、ストレッチ、踏み台昇降等を取り入れ、体ྙの増進を図った。場合に
よっては外出して施設外でのウォーキングも行った。 

 ○室಼作業 

ワークサンプルでは紙透き作業等の製作活動の他、個人に合わせた活動を取り入れながら
実施した。また、室内清掃も行った。 

ཻ意఼ 

1. 作業中の怪我や事故のないよう、ཤ༽者の行動、ཤ༽者同士の関わりや作業環境などの安
全に配ྂし、責任感を持って支援した。 

2. 身体的・精神的な健康状態のร化を把握し、維持・改善に努めた。 

3. 発達水準、障害特性や性格などを考ྂし、個々に応じた支援を行った。 

4. 職員間で情ๅ共༙・意見交換をືにし、ཤ༽者の多的なཀྵ解に努めることで、ཀྵ解を深め
るとともに、支援スキルの向上とよりよい支援体制の構築に努めた。 

5. 健康増進・体ྙ低下の止に努めた。 
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ྫ元年度 きらり班個พ支援ๅ告 

 

○池田 賀津嗣 ༹ 

 集中ྙが続かず、散ຯな所があった。今まで行っていた作業だけではなく、ຌ人に合わせた新
しい作業も検討した。ຌ人が出པる範囲での作業を提供し、QOLが低下しないよう支援した。気
になるがあるとなりふり構わず行ってしまう事があり、安全にも十注意して支援した。 

 

○上  ༹ 

 膝の怪我の影響からか、࿑によってはิ行に不安がある༹子で手引きをགྷ求する事があり、
ิ行時には介助・見守りを行った。転倒のリスクも考ྂし、常に༹子観察し、所在の把握に努め、
安全に活動出པるよう支援した。下肢の筋ྙの低下が見られている為、出པる限り運動を取り入
れて行った。また、ຌ人の好きな音楽を聴く等の楽しみも増やした。 

ຌ人のこだわりから作業以外のことに気が向いてしまう事があるため、今何をすべきなのか
を確にし、円滑に作業に取り組めるよう環境調整を行った。 

 

○高田 世志 ༹ 

 常時、所在の確認をすることで、ຌ人の安全を確ฯし、トラブルをາ然にぐように努めた。
ຌ人のやりたい事を尊重し、支援員のึ助が少なくても集中して作業が行えるように支援した。
ຌ人に合った作業環境を作っていくことで、一定の作業を遂行するとともに、ཚち着いて過ごせ
る時間を持てるように支援した。༪暇と作業のメリハリをけながらຌ人の好きな事・出པる事
はなるべく取り入れ、作業の充実を図った。 

 

○時田 泰尚 ༹ 

 集中ྙが散ຯになりがちなので作業環境を整え、集中して作業に取り組めるようにするとと
もに、作業時間であることを確に意識してもらうように支援した。リサイクル作業および清掃
作業等の能ྙの向上を指して支援した。必གྷな時に手伝い等のༀ割を持ってう事でຌ人の
やる気を伸ばすようにした。また、体ྙがཚちないよう運動を多く取り入れるようにした。 

 

〇ྵ 弘美 ༹ 

他ཤ༽者との関わり・距間に注意し、トラブルをາ然にぎながらきらり班の一員である
自覚を持てるよう支援した。作業意ཋを維持出པるよう、今まで行っていた作業だけでなく、
ຌ人に合わせた新しい作業も検討した。また、ADLの低下をぐ為、自で行う事が出པる所
はしっかりと声掛けをし見守りを行った。 

 

○横山 秀一༹ 

他ཤ༽者との関わり๏に十注意しながらきらり班の一員である自覚を持ち、ཚち着いて作
業に取り組めるよう支援した。今まで行っていた作業だけでなく、ຌ人に合わせた新しい作業
も検討した。また、ADLの低下をぐ為、自で行う事が出པる所はしっかりと声掛けをし見

個人的な情報があるため非公開
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守りをした。作業意ཋを維持するとともにຌ人のペースになりすぎないよう配ྂして支援し
た。下肢のร形がみられ特พなึ装具を装着している為、確実に装着できるよう支援した。人
と関わるのが好きな為、ຌ人との会を増やし、作業時間が楽しいと思えるよう支援した。 

 

○山崎 ༡子 ༹ 

 他ཤ༽者との関わりを維持し、きらり班の一員である自覚を持てるよう支援した。移動や作業
への取り掛かりなど切り替えがスムーズにできるよう支援した。作業時間と༪暇時間の区พを
伝え、ຌ人のペースになりすぎないような支援をした。また、事前に説するなどし、スムーズ
に行動できるよう配ྂした。 

 

○ຌ多 ふみ子 ༹ 

 作業意ཋを維持するとともに、ຌ人のペースになりすぎないよう配ྂした。現在の作業能ྙの
維持・向上を図れるよう支援した。作業時間と༪暇時間のメリハリをけることを大切にした。
今まで行っていた作業だけではなく、ຌ人に合わせた新しい作業も検討した。また体ྙがཚちな
い༹に運動を多く取り入れた支援をした。 

 

〇寺嶋 ຓ江 ༹ 

作業意ཋを維持するとともに、ຌ人のペースになりすぎないよう配ྂした。その際、作業内༲
をわかりやすく説し、作業能ྙの維持・向上を図れるよう支援を行った。運動にもྙを入れ健
康の維持に努めた。ຌ人の好きな音楽をซくなどの時間も取り入れるようにした。 

 

○村上 恵美 ༹ 

他ཤ༽者との関わり๏に十注意しながら、きらり班の一員である自覚を持ち、ཚち着いて作
業に取り組めるよう支援した。作業内༲をわかりやすく説し、作業能ྙの維持・向上を図れる
よう支援を行った。手伝いの意ཋがあるのでお茶やおやつの準備の手伝いを行い、その意ཋを継
続できるように努めた。不穏状態になる場合はຌ人のを傾聴して精神安定に努めるようにし
た。精神状態によっては静かな環境での作業もしくは居室での静も取り入れながら他ཤ༽者
とのトラブルが少なくなるよう支援を行った。 
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ྫ元年度 きらり班月พ支援ๅ告 

月 支 援 ಼ ༲ 

４月 

 

 

 

５月 

 

 

６月 

 

７月 

 

８月 

 

９月 

 

１０月 

 

１１月 

 

１２月 

 

１月 

 

２月 

 

３月 

○同じ作業班としての仲間意識を持てるよう支援した。 

○個々に合った作業内༲、支援๏๑の検討。 

○年間を通して個々にあったワークサンプル（手先を使う作業等）を実
施した。 

○年間を通して、作業の内༲やླྀれを把握してうようにした。 

 （主として体ྙ作り、清掃作業、除草作業、リサイクル作業、紙透き作
業、室内作業、身ว処ཀྵ） 

○年間を通して体ྙ作りにྙを入れた。悪天候でも室内で出པる運動を
取り入れた。 

 ○水ึ給・衣ྪ調整等熱中症༩に十ཻ意した。 

                       《夏のいこい》 

○３ヶ月ごとに作業内༲、支援๏๑の検討及び見直しを実施した。 

 

○前期の検討及び見直しをもとに改ྒྷした、作業内༲、支援๏๑で後期
の支援を開始した。 

 

                       《秋祭り》 

 

 

                  《さよならパーティ》 

 

 

○年間の評価及び反省をし、པ年度の課題を考察した。 

備考 ・施設の年間༩定行事（夏の憩い、秋祭り、さよならパーティ等）にあわ
せて準備、࿇習なども作業として取り入れた。 

・季節、天候に応じて、活動内༲を適宜ร更して行った。 

・年間を通して、適度な運動ྖを確ฯし、室内作業と外作業をバランスよ
く取り組めるよう努めた。 

・施設外支援を積極的に行うことで、気転換したり地域社会との交ླྀ・
参加を図れるよう努めた。 
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ྫ元೧ౕ きらりൟ週間ๅ告 

 

 AM PM 
月 のର・ウォーキング 

子 Dルームੜૡ 

身ว処ཀྵ リサイクル活ಊ 

ාීき・ରྙ作り 

室಼活ಊ・紙ಃき作業 

交ླྀホームੜૡ 

火 のର・ウォーキング 

子 Dルームੜૡ 

身ว処ཀྵ リサイクル活ಊ 

ාීき・ରྙ作り 

室಼活ಊ・紙ಃき作業 

 

水 のର・ウォーキング 

子 Dルームੜૡ 

身ว処ཀྵ リサイクル活ಊ 

ාීき・ରྙ作り 

室಼活ಊ・紙ಃき作業 

 

 のର・ウォーキング 

子 Dルームੜૡ 

身ว処ཀྵ リサイクル活ಊ 

ාීき・ରྙ作り 

室಼活ಊ・交ླྀホームੜૡ 

紙ಃき作業 

金 のର・ウォーキング 

子 Dルームੜૡ 

身ว処ཀྵ リサイクル活ಊ 

ාීき・ରྙ作り 

室಼活ಊ・紙ಃき作業 

 

※季ઇやళ候を考ྂした上でྡ機応รにଲ応する事とした。 
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ྫ元年度 きらり班日課表 

 

時間 ೖ 課 

９：３０ ラジオ体操、ウォーキング 

１０：１５ 身ว処ཀྵ・手洗い支援 

１０：３０ お茶休憩、トイレ休憩、 

１０：５０ 男子 Dルーム清掃もしくはリサイクル作業 

１１：３５ 手洗い支援 

１２：００ 昼食、休憩 

１３：３０ 作業開始 人員確認 衣ྪ調整 

１３：４０ 紙透き作業、体ྙづくり 

１４：３０ 入ཌྷ準備、洗濯ฤづけ 

１４：４５ 手洗い支援 

１５：００ おやつ、トイレ休憩 

１５：１５ 検温 

１５：３０ 作業終྅ 

 

※体ྙ作りとして、エアロバイクや踏み台昇降、ウォーキング、ボール運動などを行い適度な運
動ྖを確ฯできるようにした。天候に応じてྡ機応รに取り入れて行った。 

※職員の職勤ແ状況に応じて可能な日には、施設外に行き、気転換を図ったり、ウォーキング
を行ったりした。 

※室内作業と外作業をバランスよく取り組めるよう努めた。 
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4.6つばさൟ事業ๅ告 
 
プログラムの課題ๅ告 
z 体ྙ・ＡＤＬ低下の༩を的としました。 

z ウォーキングや踏み台昇降、ボール運動など楽しく体を動かしながら体ྙづくりに努めまし
た。また屋外での生活にもཻ意して身体機能の低下をぎ、健康に充ཻ意した支援を行
いました。 

z 健康・精神に配ྂし、充実した活動が行えるよう個々に合わせた支援を行いました。 

支援གྷ ［担当職員：島๏、寺山、砂押、高安］ 

支援事項 

z 身ว処ཀྵ支援 

髭剃り、手洗い、排ᔖ、衣ྪの着脱、ベッドメイキングなど） 

z 体ྙづくり 

（ウォーキング、外出、ボールを使った運動、踏み台昇降・ิ行訓࿇） 

z 清掃 

（女子棟Ｄルーム清掃、外清掃） 

z レクレーション 

（リズム運動） 

z 音楽 

（リズム運動） 

ཻ意点 

 １ ຘ日元気に作業活動に取り組めるฉ囲気をつくりました。 

 ２ 季節に応じた身だしなみの確認を行いました。 

 ３ 体ྙや体調を把握し、天候、季節に応じて活動内༲を計画、ร更しました。 

 ４ 個性に合わせた作業の選定と支援を行いました。 

 ５ 施設外活動の際、常に安全を考えた行動、支援にཻ意しました。 

 ６ 支援員同士、情ๅ共༙に努めཤ༽者に対する深いཀྵ解とよりྒྷい支援の 

   向上に努めました。 

 ７ 転倒等、事故の止に努めました。 

 ８ 出པる限りの運動を取り入れ、体ྙ低下の止に努めました。 
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ྫ元年度 つばさ班個พ支援ๅ告 

 

 

清水 節男༹ 

  身体機能の低下をぎながら自で出པる事を維持しຌ人の自主性がくよう支援しまし
た。体ྙの現状維持を心がけながら出པる限りの運動を取り入れていきました。尿失禁༩の
ため、定時のトイレ༢導を行っていきました。 

 

的場 ༡༹ 

  特に病状にཻ意し、健康状況をよく観察しໃཀྵのない作業活動を行いました。 

 自主性をい、ベッドメイキングは自で行うよう促しました。 

排せつ状況の観察にཻ意しました。レクリエーションなどの作業内༲の充実を図り、活気ある
活動が行えるよう支援していきました。定時でのトイレ༢導を行ってきました。 

 

飯田 ཾ治༹ 

  ຌ人に合った運動を取り入れ、身体的機能の低下をぎながら自で出པることの維持に
努めました。声掛けを増やしコミュニケーションを取る機会を増やしていきました。精神に
配ྂし、尿失禁の༩のため、定時のトイレ༢導を行いました。また、排สの記も行ってき
ました。 

 

小瀬 ༦一༹ 

  足の状態にཻ意し、ึ そう靴の確認を徹底しました。ཚち着いて作業に取り組めるよう、対
人関係に配ྂしました。身体機能の低下をぎながら自主性を大事にしていきました。排ส状
況の確認を行いました。体調のร化や精神状態把握に努め早めに対処できるようにしました。 

 

磯崎 充宏༹ 

精神状態に応じて柔軟に活動の参加を考え、不穏の状態時の観察をしていきました。活動参
加時には楽しんで参加出པるよう促しຌ人の居場所づくりに努め参加意ཋに繋げました。 

 

ຌ山 彦 

精神状態に応じて柔軟に活動の参加を考えました。精神、体調のร化に注意しながらຌ
人のやる気を引き出していきました。同時に体ྙ低下止の為適度な運動を取り入れていきま
した。 

 

阪田 ຓཀྵ子༹ 

 適度な運動を取り入れ、身体機能の低下をぎました。また、転倒にも気をけて支援をしま
した。日常動作において出པることを維持していきました。四つṞいでの移動は止め、ิ 行状
態の༹子観察をしていきました。音楽を取り入れるなど、ストレスの軽減に努めていきました。
定時のトイレ༢導、排ᔖ確認を行っていきました。 

個人的な情報があるため非公開
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田村 かおり༹ 

 自発性を持って班行動が出པるようにすると共に、ຌ人の気持ちをἠみ取り、ཚちついて過ご
せるように支援しました。屋外活動や運動支援内༲を充実させ、体重減少を図っていきました。 

 

小ྜྷ 千代の 

 精神状態に応じて班活動に参加出པるよう声掛けしていきました。ิ行状態や精神を観察
しながら身体機能の低下をぎながら運動を取り入れていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人的な情報があるため非公開
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月พ支援ๅ告（つばさ班） 

 

 

月 支 援 内 ༲ 
 
４月 

 
５月 

 
 
６月 

 
７月 

 
８月 

 
９月 

 
10月 

 
11月 

 
12月 

 
１月 

 
２月 

 
３月 

 
○同じ作業班としての仲間意識がもてるよう支援しました。 

     
○個性に合わせたより適切な課題の選定と環境を整えました 
 
○年間を通して作業の内༲やླྀれを身につけました。 
 
 
☆夏期は特に熱中症に注意し、水ึ給を十に行いました。 

          
 
 
〇日帰りྃ行 
 
○作業内༲、支援๏๑の検討及び見直しを行いました。 
                     
〇秋祭り 
さよならパーティへの準備や࿇習 
☆冬季は෫邪༩（手洗い、体温、体調のร化）に注意をし支援を行いました。 
 
 
 
 
 
○１年間の反省をし、པ年度の改善点と課題を考えました。 
 

 ●常に人員確認と状況の把握に努めました。また外出の際は、特にケガや事故
等に注意し、すぐ対応できるよう心がけました。 
●季節や温度にあった活動内༲や支援を行いました。 
●施設の年間行事、季節行事等にあわせて準備、࿇習なども作業として  
 取り入れていきました。 
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ྫ元年度 つばさ班週間支援ๅ告 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇対応職員状況により月に２回以上施設外（笠松運動公園）等に散ิへ出かけ、気転換を行い
ました 

○天候や時間、状況によって柔軟に活動内༲をร更しました。 

○季節に応じ、外清掃を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 ＡＭ ＰＭ 

月 ラジオ体操・ウォーキング  

身ว処ཀྵ、 

（髭剃り、手洗い、排ᔖ、身だしなみ、） 

女子 Dルーム掃除 

体ྙ作りの為の運動 

レクリエーション 

 

火 ラジオ体操・ウォーキング  

身ว処ཀྵ、 

（髭剃り、手洗い、排ᔖ、身だしなみ、） 

女子 Dルーム掃除 

体ྙ作りの為の運動 

制作活動 

水 ラジオ体操・ウォーキング  

身ว処ཀྵ、 

（髭剃り、手洗い、排ᔖ、身だしなみ、） 

女子 Dルーム掃除 

体ྙ作りの為の運動 

制作活動 

 

 ラジオ体操・ウォーキング  

身ว処ཀྵ、 

（髭剃り、手洗い、排ᔖ、身だしなみ、） 

女子 Dルーム掃除 

体ྙ作りの為の運動 

制作活動 

金 ラジオ体操・ウォーキング  

身ว処ཀྵ、 

（髭剃り、手洗い、排ᔖ、身だしなみ、） 

女子 Dルーム掃除 

体ྙ作りの為の運動 

レクリエーション 
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ྫ元年度 つばさ班日課表 
 

 時間 内༲ 支援内༲ 

AM ９：３０ ラジオ体操、ウォーキング  

 身ว処ཀྵ 髭剃り 

１０：１５ 手洗い 手洗い介助 

１０：３０ お茶 お茶準備 

１０：４０ 排ᔖ トイレ༢導 

１０：５０ 女子 Dルーム清掃 清掃支援 

１１：３０ 手洗い 手洗い介助 

１１：４５ 昼食  

PM １３：３０ 作業開始 

体ྙ作りの為の運動 

レクリエーション 

人員確認 

気温・季節に応じ、

柔軟に対応する。 

１４：４５ 手洗い 手洗い介助 

１５：００ おやつ  

 排ᔖ トイレ༢導 

１５：１５ 入ཌྷ準備 検温 入ཌྷ準備 検温 

１５：３０ 作業終྅  作業終྅ 
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５． 給食実施状況ๅ告 
日々、看護師、支援員と࿊携を図り、ཤ༽者それぞれの身体状況に応じた食事を提供
し、健康の維持と疾病の重症化༩に努めました。また、ཤ༽者のᅄ好を大切にしなが
ら、栄バランスを考ྂした献ཱི作りとその提供に努めました。 
また、栄ケアマネジメントを通し、ཤ༽者の서機能や年ྺに合った食事形態・食事
ྖを提供し、ཤ༽者の健康管ཀྵにも努めました。また、栄・ᅄ好・季節等を考ྂした
食事の提供に努めるとともに、個々人の状況に合わせて食事ྖのร更、食事形態の見直し
を行ってきました。 

 
5-1 月พ給食業ແ実施内༲ 

 
月 栄／厨業ແ 

４ ・ 厨内大掃除  
・ ฯ菌検査 
・ 荷重ฑ均栄所གྷྖ／食品構成表作成 

５ ・ 厨大掃除 
・ ฯ菌検査 
・ ᅄ好調査 

６ ・ 栄状況ๅ告書提出 
・ 厨大掃除 
・ ฯ菌検査（6月～９月まで月 2回実施） 
・ 価格調査、ふき取り検査（専業者委託） 
・ 害虫駆除（バルサンໆによる） 
・ 衛生講習会（感染症・食中毒༩） 

７ ・ 厨大掃除 
・ ฯ菌検査 

８ ・ 厨内大掃除 
・ ฯ菌検査 

９ ・ 厨内大掃除 
・ ฯ菌検査 

１０ ・ 厨大掃除 
・ ฯ菌検査 

１１ ・ 厨大掃除 
・ ฯ菌検査（11月～3月ノロウィルスฯ菌検査） 
・ 価格調査 

１２ ・ 厨大掃除 
・ ฯ菌検査 

１ ・ 厨大掃除 
・ ฯ菌検査 

２ ・ 厨大掃除 
・ ฯ菌検査 

３ ・ 厨大掃除 
・ ฯ菌検査 
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【1】給食に関する๏針 
１．寛いで食事が出པるような配ྂ等 
・BGMをཤ༽し楽しい食事時間のฉ囲気作りに努めた。 

２．身体の状況に合わせた調ཀྵへの配ྂ等 
・エネルギーพ献ཱི（主食を大盛り、小盛りで対応）、塩制限食、カロリー制限食 

  刻み食、ミキサー食、ペースト食、クローン病食、糖尿病食 
  その他、疾病による特พ食の供給につとめた。 
３．適温で給食提供についての配ྂ等 
・配膳時間に合わせて適温提供調ཀྵにつとめた。 

４．身体状況に応じた自助具の活༽ 
・自助具（スプーン、フォーク） 
・介助༽コップや皿の使༽   

５．ᅄ好調査・残食調査等の実施๏๑ 
・ᅄ好調査 アンケート 
・残食調査 ຘ食職員による検査食 

６．調査結果についての献ཱིへの反映 
・好まれるものはなるべく献ཱིに取り入れ、残食の多いものは調ཀྵ形態をรえる等の工を
する。 

７．栄基準ྖの算出๏๑ 
（ア） 性พ・年ྺพ荷重ฑ均 
（イ） ࿓差พ荷重ฑ均 
（ウ） 身長・体重・健康診断による個พ栄所གྷྖ算出 

（身体状況に応じ、大盛り・小盛りで対応） 
（エ） 疾病による個พ所གྷྖ 
（オ） その他 
特พ食の提供の実施 
栄改善のための個人アセスメントの実施 
 

【2】給食提供の状況 
ཤ ༽ 者 職 員 等 
年間延食数   年間延食数 

  入所者 短期入所 日中一時 
  
  

職員 
ボランティア 
実習生 

朝 食 17,437 996 0 朝 食 1 0 
昼 食 17,052 1,039 279 昼 食 5,223 39 
༨ 食 17,454 999 41 ༨ 食 355 0 
計 51,943 3,034 320 計 5,579 39 
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【３】特พ献ཱི（行事食等）の提供 
バラエティーにんだ食事を提供。 
 ・鍋の日（冬季） 卓上コンロを使༽しての食事。 
 ・バイキング各自で選び、おかわり自༟。 
 ・お楽しみ食事会いつもと違った食事を楽しむ。 
 ・サタデークッキング第２、第４土༷日にཤ༽者と共におやつのクッキングを楽しむ。 
 ・バーベキュー 5月、6月、７月、8月（夏のひととき）、10月 外に昼食をかねて炭火
鉄板を使ったバーベキューを楽しむ。 
 

【４】疾病を༙する๏への特พ食の提供 
 ・禁忌、アレルギー、食事ྏ๑、エネルギー、塩制限食など疾病に対する特พ食 
 ・発熱などの突発的な発病や食ཋ不振など、おかゆ・うどんなど消化のྒྷいもので対応。 
 
【５】食中毒の発生止対策 
 ・給水中の残ཻ塩素の測定をຘ日ྯ行 
 ・調ཀྵ品中心温度の測定及び記 
 ・生菜等は、ノロウィルス対策として次亜塩素酸で消毒した後、調ཀྵ加工を行った。 
 ・「オークス・ヴィレッヂ食中毒止対策གྷ項」に基づき感染症及び食中毒の衛生管ཀྵの徹
底につとめた。 

 
【６】手作りおやつの実施 
 ・ຘ週、火༷日・༷日には「手作りおやつ」に取り組みました。使༽している原材ྋがわ
かるので添加もなく、手間はかかりますが出པཱིてで「おやつ」を提供し、ཤ༽者の皆
༹に大ร喜ばれておりました。 

 ・その他には、ཤ༽者の๏参加型のサタデークッキングを行い、調ཀྵの工程を見て、ซい
て、経験して、食を大切にする気持ちを育み、食への楽しみや相互のコミュニケーショ
ンをはかることを心掛けた。 
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5-2 お楽しみメニューの実施ๅ告 
月 献ཱི໌・行事໌ 献ཱི内༲ 

４ お花見อ当 ちらし寿司、焼き魚 鶏の唐༴げ、サラダ デザート 
5 春の運動会 菜カレーライス デザート 
 テーブルマナー 鶏肉のパンฆ天火焼き コンビネーションサラダ ライス スープ 
 食事会（バーベキュー） 焼肉＆やきそば 
6 お楽しみ食事会 ガパオライス 鶏肉の黒酢南蛮あんかけ コンソメスープ 生パイナップル 
 食事会（バーベキュー） お好み焼き、やきうどん 果、飲み 
7 
 
 

創ཱི記念日 お赤飯てんぷら桜えびと葱入りཝ焼き盛りລ茶そばメロンとさくらんぼ
の盛り合わせタコライスナスとズッキーニのツナᖳめピーマンと竹ྡྷの金ฑ 

お楽しみ食事会 
七༨食事会 

わかめともやしのスープグレープフルーツ松花堂อ当そうめん 

８ お楽しみ食事会 
 

ひじき生ᇛごはん鶏と菜の黒酢あん豚キムチ豆ෙ胡瓜のナムル 
トマトとཝのスープ甘酒ブランマンジェ天の川෫寒天デザート 

食事会（バーベキュー） 焼肉＆やきそば 
9 お楽しみ食事会 ごはん豚肉となすの花ᑨᖳめ煮スタミナ鉢すまし汁果 
 夏のいこい 

 
バーベキュー焼肉、やきそば、ピザとうもろこし、すいか水ようかん、ゼ
リーྮやし漬、ジュースすいか割り など 

10 お楽しみ食事会 二色ဂおでん切り干し大根のはりはりえみそ汁 
食事会（バーベキュー） 焼肉＆やきそば 

11 収穫祭 ໝ擬店 
お楽しみ食事会 ふぅ～ふぅ～スパゲティチキンサラダスープジョア（オレンジັ） 

12 鍋の日（2回実施） おでん鶏だんご鍋 
テーブルマナー 
 

肉ྋཀྵ 
照り焼きチキンえびピラフ、ポテトサラダ、ミニピザクラムチャウダー 

クリスマス会 Ｘｍａｓゼリーケーキ、ジュース年越しそば 
1 おせちメニュー 

 
おせちྋཀྵ（箱อ）豚の角煮、りんごきんとん、かまぼこ、ぶり大根 
 

鍋の日 ・おでん・すきやき鍋・鶏だんご鍋 
2 節メニュー 節そばいなりとだし巻盛り合わせ 

お楽しみ食事会 
 

ごはん白いソースのハンバーグ星形グラッセほうれん草とコーンのバターᖳめ、3
色スープ 

鍋の日 ・すきやき鍋 
・おでん 

3 ひなまつりメニュー ちらし寿司芋のྚあんかけ菜の花のごまあえお吸い、三色ムース 
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5-3 ྫ元೧ౕ 栄出ீ（೧ౕฑ均）ๅ告書 

  

食
品
構
成 

ฑ
均
給
༫
ྖ 

エ
ネ
ル
ギ
ổ 

蛋
白
質 

脂
質 

微 ྖ 栄  素 

Ca 鉄 
ビタ
ミン
Ａ 

ビタ 
ミン 
Ｂ1 

ビタ 
ミン 
Ｂ2 

ビタ
ミン
Ｃ 

Na 

 g Kcal Kcal  g  g ᶶ ᶶ ᶶ  ᶶ  ᶶ  ᶶ  ᶶ 

穀ྪ 210 341 1050 26.6 8.9 82 2.4 0 0.24 0.17 0 645 

砂糖及び 
甘ັྋ 5 15 51 0.1 0 1 0.1 0 0 0.01 1 1 

་脂ྪ 25 17 143 0.1 15.5 2 0 3 0 0.01 0 61 

種実ྪ 5 3 18 0.8 1.7 14 0.2 0 0.02 0.01 0 0 

みそ 10 9 17 1.2 0.5 10 0.4 0 0.01 0.01 0 444 

大豆製品 

その他の豆ྪ  
50 62 74 5.7 4.8 85 1.2 0 0.06 0.05 0 12 

魚介ྪ 60 64 97 11.4 2.9 22 0.4 16 0.04 0 0 544 

獣鳥肉ྪ 60 70 159 11.6 8 5 1 14 0.34 0.12 10 362 

ཝྪ 50 32 52 3.8 3.6 18 0.6 48 0.02 0.15 0 42 

乳ྪ 200 155 91 4.5 5 155 0.2 47 0.04 0.23 0 78 

ྚ黄色菜 130 130 34 2.6 0.3 82 2.5 639 0.12 0.17 50 22 

淡色菜 230 240 57 2.9 0.2 72 1 46 0.09 0.09 41 15 

果実ྪ 150 81 44 0.6 0.1 7 0.2 9 0.04 0.02 16 2 

きのこྪ 10 17 0 1.2 0.2 2 0.3 0 0.03 0.08 0 2 

藻ྪ 10 9 0 0.6 0.1 68 2.5 15 0.02 0.03 1 493 

し好飲ྋྪ 100 26 44 0.1 0 1 0 0 0 0 0 1 

その他 25 29 21 1.5 0 7 0.6 6 0.01 0.03 0 1525 

年度実績値     2286 77.7 53.8 654 13.9 861 1.16 1.21 133 4,284 

標値     2,200 60.0 60.0 650 8 800 1.00 1.00 100 4,000 

比ི 穀エネルギー比 50.3％ 脂質エネルギー比 23.2％ 

比ི標値 
穀エネルギー比 50％以上 70％າຮ 脂質エネルギー比 20％以上
25％າຮ 
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６． 健康管ཀྵ実施状況ๅ告 
健康診断をἜ城県検診協会に依བし年2 回実施しました。なお、年度に一度実施してお

りました歯科検診については医師の都合によりྫ2年4月2日に実施༩定です。ྫ元年度
の主な感染症のጸ患状況については、ノロウイルスጸ患者は0人、インフルエンザጸ患者
は、職員0໌のཤ༽者4໌でした。 
 

6.1月พ健康管ཀྵ業ແ実施状況 
月 病院受診 健康診断 健康状態チェック その他 嘱託医 
 
 
４月 

ᶅ 栗田病院、尚仁会ク
リニック、大原神経
科病院等の定期通院 
ᶆ その他の状況により 
随時通院 

定期健康診断 

ᶅ検温 
ᶆ体重測定 
（ຘ月実施） 
ᶇ血圧、ຼ拍測定 
（གྷ測定者） 
ᶈ爪、耳垢 
（随時チェック） 

ᶅ 投༂の管ཀྵ 
ᶆ 施設内処置 
 
 

嘱託医による
健康相談 
（５໌） 

５月 ᶅᶆを実施 精ື検査 
（該当者） ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 健康相談 

（４໌） 
６月 ᶅᶆを実施  ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 健康相談 

（４໌） 
７月 ᶅᶆを実施 がん検診 

（該当者） ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 健康相談 
（4 ໌） 

８月 ᶅᶆを実施 がん検診 
（該当者） ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 健康相談 

（４໌） 
９月 ᶅᶆを実施  ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 健康相談 

（5 ໌） 
10月 ᶅᶆを実施 定期健康診断 ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 健康相談 

（５໌） 
11月 ᶅᶆを実施 精ື検査 

（該当者） ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 健康相談 
（５໌） 

12月 ᶅᶆを実施  ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 健康相談 
（５໌） 

１月 ᶅᶆを実施  ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 健康相談 
（5 ໌） 

２月 ᶅᶆを実施  ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 健康相談 
（5 ໌） 

 
３月 

 
ᶅᶆを実施  ᶅᶆᶇᶈを実施 ᶅᶆを実施 

 健康相談 
（１໌） 

 
※歯科協ྙ医による定期歯科検診はྫ元年度はྫ 2 年４月２日実施༩定 
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6.2 ఈ期健康診இの状況 
期日 実施人数 検査内༲ 実施状況 検査機関 

 
ฑ成 3１年 
４月 25日() 

 
 
 

 

 
入所者 
50  ໌

 
短期入所者 

2  ໌
 
合計 
52  ໌

 

 
身体計測（身長・体重） 
尿検査（蛋白、糖、潜血） 
血圧測定 
貧血検査 
(1)赤血球数 
(2)血色素  ྖ
(3)白血球数 
(4)血球༲積）、 
脂質検査 
(1)中性脂 
(2)HDLコレステロール 
(3)LDLコレステロール 
肝機能検査 
(1)AST(GOT) 
(2)ALT(GPT) 
(3)γ―GT(γ―GTP) 

CRE・尿素窒素 
HbA1c 
心電図検査、 
胸෨Ｘ線間接撮影 
視ྙ検査、 
聴ྙ検査 
 
 
HBs抗原・HCV抗体 
(新規入所者)) 
前ཱི腺がん検診 
(年 1回 
対象は 50歳以上男性） 
 

 
ཤ༽者は聴ྙ、視ྙ
実施せず 

 
Ἔ城県 
総合検診協会 

 
ྫ元年 
１１月６日(水) 

 
入所者 
５０໌  

 
短期入所者 
２໌  

  
合計 
５２໌  
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6.3所者の医ྏ機関௪院状況 
医ྏ機関௪院状況（સཤ༽者：女合計）   

医ྏ機関໌ 延௪院ೖ਼ 延院ೖ਼ 
栗田病院 277 0 
大原神経科病院 5 0 
水戸クリニック 11 0 
日ཱི総合病院属多賀クリニック 6 0 
ひたちなか総合病院 62 38 
聖ྐྵメモリアル病院 1 0 
聖ྐྵメモリアルひたちなか 11 0 
なかの歯科医院 109 0 
口腔センター 70 0 
尚仁会クリニック 257 0 
うどの眼科 35 0 
西山堂慶病院 56 0 
水戸赤十字病院 20 34 
水戸協同病院 8 0 
休日間診ྏ所 1 0 
さわ西クリニック 2 0 
アイビークリニック 5 0 
東海眼科 3 0 
田中循環器内科クリニック 14 0 
加瀬病院 2 0 
小浜産人科 2 0 
勝田病院 2 0 
村ཱི東海病院 13 4 
曽内科医院 0 0 
Ἔ城東病院 1 0 

勝田整形外科医院 0 0 

いちげ皮フ科クリニック 1 0 
小沢眼科 3 0 
マナクリニック 12 0 
サンキュー耳鼻科クリニック 23 0 
合計 1012 76 
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医ྏ機関พ௪院状況（）                     

医ྏ機関໌ 
4
月 

5 
月 

6
月 

7
月 

8
月 

9
月 

10
月 

11
月 

12
月 

1
月 

2
月 

3
月 

೧
間 

栗田病院 14 15 11 11 17 15 11 17 10 16 12 14 163 

大原神経科病院 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 5 

日ཱི総合病院属 
多賀クリニック 

0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 6 

ひたちなか総合病院 4 1 4 9 6 2 2 2 2 1 2 3 38 

なかの歯科医院 1 2 5 4 6 2 3 5 3 3 3 0 37 

口腔センター 6 2 6 4 2 5 6 4 5 3 4 0 47 

尚仁会クリニック 12 9 4 17 7 26 3 21 11 13 5 8 136 

うどの眼科 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 4 

西山堂慶病院 1 1 7 5 2 0 3 1 6 1 2 2 31 

さわ西クリニック 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

水戸赤十字病院 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 3 

休日間診ྏ所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 

サンキュー耳鼻科 0 1 0 0 1 2 0 0 0 1 2 0 7 

東海眼科 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 

村ཱི東海病院 0 5 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 6 

田中循環器内科 
クリニック 

1 1 2 1 1 1 1 2 1 1 0 0 12 

いちげ皮フ科 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

聖ྐྵメモリアル 
ひたちなか 

0 0 2 1 1 0 0 0 0 0 0 1 5 

水戸協同病院 0 0 0 2 1 1 0 1 0 1 0 2 8 

勝田病院 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2 

月พ合計 40 39 42 58 45 57 30 55 43 44 31 31 515 
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医ྏ機関พ௪院状況（女）                     

医ྏ機関໌ 
4
月 

5
月 

6
月 

7
月 

8
月 

9
月 

10
月 

11
月 

12
月 

1
月 

2
月 

3
月 

೧間 

栗田病院 10 10 7 10 11 8 9 12 9 11 7 10 114 

水戸クリニック 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 11 
田中循環器内科 
クリニック 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2 

ひたちなか総合病院 1 0 0 8 2 4 2 2 4 0 0 1 24 

聖ྐྵメモリアル病院 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

なかの歯科医院 6 8 9 7 5 7 11 3 8 3 4 1 72 

口腔センター 2 3 3 2 2 2 1 0 2 0 3 3 23 

尚仁会クリニック 13 14 9 14 5 7 6 16 11 7 8 11 121 

うどの眼科 10 0 4 0 2 3 1 1 5 1 3 1 31 

西山堂慶病院 2 3 2 1 3 6 3 1 0 0 3 1 25 
サンキュー耳鼻科 
クリニック 2 0 2 0 2 1 3 2 2 0 1 1 16 
小浜産科人科 
クリニック 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

Ἔ城東病院 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

水戸協同病院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

休日間診ྏ所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

村ཱི東海病院 2 1 0 0 1 0 0 2 0 0 1 0 7 

アイビークリニック 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 5 

マナクリニック 0 1 1 1 2 0 2 2 0 1 1 1 12 

さわ西クリニック 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 
聖ྐྵメモリアル 
ひたちなか 1 1 0 0 0 3 0 0 0 0 0 1 6 

加瀬産人科 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 

水戸日赤 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5 6 5 17 

小沢眼科 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 3 

月พ合計 50 47 39 46 38 42 39 43 46 30 38 39 497    
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6.4所者の医ྏ機関院状況 
氏໌ 病院໌ 診ྏ科 傷病໌ 

入院 
日数 

入院日 退院日 

海ᖔ 嘉༦ 
村ཱི東海 
病院 

整形外科 
右骨骨折 
右血気胸 

4日 5/10 5/13 

粕尾 ໞ 
ひたちなか
総合病院 

泌尿器科 
前ཱི腺肥大 
急性細菌性前ཱི腺炎 

5日 8/16 8/21 

高畠 英 
水戸赤十字
病院 

脳神経外科 
てんかん 
意識消失 

5日 12/2 12/6 

小ྜྷ 千代の 
水戸赤十字
病院 

外科 
S状結腸ἧ孔 
人工ᡙ造設 

21日 12/31 1/20 

小薗 みどり 
水戸赤十字
病院 

人科 子宮体癌 ２日 2/17 2/18 

粕尾 ໞ 
ひたちなか
総合病院 

整形外科 右大Ḳ骨骨折 33日 2/29 4/2 

小薗 みどり 
水戸赤十字
病院 

人科 子宮体癌 6日 3/12 3/17 

 

個人的な情報があるため非公開
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 ７
．

 職
員
の
研
修
取
り
ૌ
み
状
況
の
ๅ
告

 
7.1 

๑
人
・
施
અ
಼
研
修

 
N

o 
研
修
໌

 
開
催
時
期

 
参
加
職
種

 
講

 
師

 
研

 
修

 
内

 
༲

 

1 
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

 
6/13 

ฯ
護
者

 
管
ཀྵ
職

 

ひ
た
ち
な
か
市

 
社
会
ෳ
祉
協
議
会

 

田
悦
子
氏

 

時
智
美
氏

 

ฯ
護
者
を
対
象
に
、
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
説

お
よ
び
質
疑

 

2 
親
の
想
い
を
聴
く

 
6/25 

支
援
員

 
看
護
師

 
管
ཀྵ
職

 

ฯ
護
者

 
高
田
初
紀
氏

 
「
親
の
想
い
を
聴
く
」

 
ཤ
༽
者
の
生
い
ཱི
ち
親
の
思
い
に
触
れ
支
援
者
と
し
て
の
礎
を
築
く

 

3 
 衛
生
講
習
会

 
 

 
7/5 

支
援
員

 
看
護
師

 
厨

職
員

 

ひ
た
ち
な
か
市
ฯ
健

所
 
健
康
指
導
課

 
 
「
感
染
症
に
つ
い
て
」
「
ຓ
疹
に
つ
い
て
」
「
食
中
毒
に
つ
い
て
」

 

4 
救
ໍ
入

コ
ー
ス

 
8/19,20 計

2
回

 

支
援
員

 
看
護
師

 
厨

職
員

 

ひ
た
ち
な
か
西
消


署
員

 
「
応
急
手
当
の
基
礎
」
「
詰
ま
っ
た
時
、
熱
中
症
の
対
処
๑
」

 

5 
障
害
の
ཀྵ
解
に
つ
い
て

 
（
自
ถ
症
・
ダ
ウ
ン
症
・
統
合

失
調
症
）

 

8/29,30 
9/2,3 計

4
回

 

支
援
員

 
看
護
師

 
研
修
委
員

 
自
ถ
症
・
ダ
ウ
ン
症
・
統
合
失
調
症
に
つ
い
て
学
び
実
践
に
生
か
す

 

6 
感
染
症
対
策
と
༩

に
つ
い
て

 
12/16,17,18,19,20 

計
5
回

 
支
援
員

 
看
護
師

 
看
護
師
、
支
援
員

（
感
染
対
策
委
員
）

 
 ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
経
࿑
、
༩

๑
、
ᅇ
吐
時
の
処
ཀྵ
の
仕
๏

 

7 
不
適
切
ケ
ア
と
虐
待

止

 
2/10,12,13,14,17,21 

計
６
回

 
支
援
員

 
看
護
師

 
研
修
委
員

 
「
虐
待

止
๑
の
ཀྵ
解
と
対
応
」

 
「
不
適
切
ケ
ア
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
る
」

 
「
不
適
切
ケ
ア
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
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 7.2 

施
અ
外
研
修

 
N

o 
研
修
໌

 
開
催
時
期

 
参
加
職
種

 
研

 
修

 
内

 
༲

 

1 
お
茶
の
水
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
学
院

 
「
事
故
༩

と
緊
急
時
対
応
研
修
」

 
4/10 

管
ཀྵ
職

1໌
 
「
緊
急
時
対
応
の
原
則
・
๏
๑
」
「
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
」
「
事
故
༩

の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
」

 
「
事
故
発
生
時
の
対
応
」

 

2 
Ἔ
城
県
心
身
障
害
者
ෳ
祉
協
会

 
【
新
任
職
員
研
修
】

 
4/27 

支
援
員

1໌
 
新
た
に
ෳ
祉
職
に
就
い
た
人
た
ち
の
基
礎
知
識
ア
ッ
プ
研
修

 

3 
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

 
5/8 

支
援
員

1໌
 
施
設
の
特
性
を
考
え
た
事
故
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
習
得
し
た
う
え
で
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

 
๏
๑
を
学
び
、
༙
効
な
対
策
を
考
え
る
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る

 

4 
お
茶
の
水
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
学
院

 
「
介
護
事
業
者
の
為
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

 
向
上
研
修
」

 
5/17 

管
ཀྵ
職

1໌
 
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
形
成

 
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
向
上
研
修

 

5 
お
茶
の
水
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
学
院

 
「
今
ど
き
の
若
手
職
員
を
伸
ば
す

 
た
っ
た

3
つ
の
๏
๑
」

 
5/24 

管
ཀྵ
職

1໌
 
「
今
ど
き
の
若
手
職
員
を
伸
ば
す
た
っ
た

3
つ
の
๏
๑
」

 

6 
Ἔ
城
県
心
身
障
害
者
ෳ
祉
協
会

 
【

犯
・

災
研
修
】

 
5/30 

支
援
員

1໌
 
講
演
「
東
日
ຌ
大
震
災
を
経
験
し
て
」
・
施
設
見
学

 

7 
国
ཱི
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み

の
園

 
国
ཱི
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

 
「
強
度
行
動
障
害

 
指
導
者

成
研
修
」

 
6/3～

6/7 
管
ཀྵ
職

1໌
 
Ἔ
城
県
心
身
障
碍
者
ෳ
祉
協
会
よ
り

 
推
薦
依
བ
あ
り

 
強
度
行
動
障
害

 
指
導
者

成
研
修

 

8 
強
度
行
動
障
害
支
援
者

成
研
修

 
（
基
礎
研
修
）

 
6/6,7 

支
援
員

1໌
 
「
強
度
行
動
障
害
」
を
༙
す
る
者
が
安
定
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害

特
性
の
ཀྵ
解
に
基
づ
く
適
切
な
支
援
を
行
う
支
援
者
を

成
す
る
。

 

9 
一
般
社
団
๑
人

 
日
ຌ
経
営
協
会

 
「
初
心
者
の
た
め
の
社
会
ෳ
祉
๑
人
会
計

入

」

 
6/20,21 

管
ཀྵ
職

1໌
 
社
会
ෳ
祉
๑
人
会
計
入
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N
o 

研
修
໌

 
開
催
時
期

 
参
加
職
種

 
研

 
修

 
内

 
༲

 

10 
第

50
回

 
関
東
地
区
知
的
障
害
ෳ
祉
関

係
職
員
研
究
大
会
～
神
奈
川
大
会
～

 
7/10,11 

管
ཀྵ
職

1໌
 
「
新
た
な
時
代
を
拓
く
～

指
す
べ
き
共
生
社
会
の
た
め
に
～
」

 

11 
強
度
行
動
障
害
支
援
者

成
研
修

 
（
実
践
研
修
）

 
7/16,17 

支
援
員

2໌
 
「
強
度
行
動
障
害
」
を
༙
す
る
者
が
安
定
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害

特
性
の
ཀྵ
解
に
基
づ
く
適
切
な
支
援
を
行
う
支
援
者
を

成
す
る
。

 

12 
支
援
ス
タ
ッ
フ
委
員
会

 
 

県
内
施
設

 
視
察
研
修

 
7/19 

支
援
員

1໌
 

管
ཀྵ
者

2໌
 
社
会
ෳ
祉
๑
人
梅
の


 
あ
い
の
家
等
の
各
事
業
所
見
学
及
び
意
見
交
換
会

 

13 
お
茶
の
水
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
学
院

 
「
研
修
企
画
講
座
」

 
7/26 

支
援
者

1໌
 
研
修
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
。
「
研
修
担
当
者
の
心
構
え
と
姿
勢
」
「
研
修
企
画
の
基
ຌ
」
「
研

修
の
効
果
を
高
め
る
実
践
的
手
๑
」

 
14 

集
団
給
食
施
設
研
修
会

 
8/27 

調
ཀྵ
員

2໌
 
「
衛
生
管
ཀྵ
と
食
中
毒
に
つ
い
て
」
「
調
ཀྵ
༽
手
袋
の
衛
生
に
つ
い
て
」

 

15 

日
ຌ
経
営
セ
ミ
ナ
ー

 
「
幹
෨
の
意
識
改
革
で
社
員
の
心
に
火
を

つ
け
ろ
！
組
織
や
チ
ー
ム
の
停
滞
感
・
ถ

塞
感
は
な
ぜ
生
ま
れ
る
の
か
」

 

9/5 
管
ཀྵ
職

1໌
 
組
織
の
体
質
を
ร
革
す
る
た
め
の
場
つ
く
り
と
リ
ー
ダ
ー
の
育
て
๏
、
組
織
ร
革
の
概
念
と

 
考
え
๏
を
学
ぶ
。

 

16 
強
度
行
動
障
害
支
援
者

成
研
修

 
（
基
礎
研
修
）

 
9/5,6 

支
援
員

1໌
 
「
強
度
行
動
障
害
」
を
༙
す
る
者
が
安
定
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害

特
性
の
ཀྵ
解
に
基
づ
く
適
切
な
支
援
を
行
う
支
援
者
を

成
す
る
。

 
17 

職
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

 
9/10 

支
援
員

1໌
 
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
གྷ
な
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
学
び
、
組
織
の
活
性
化
を
図
る
。

 

18 
サ
ー
ビ
ス
管
ཀྵ
責
任
者
等
研
修

 
（
基
礎
研
修
）

 
9/17 

10/29,30 
管
ཀྵ
職

1໌
 
サ
ー
ビ
ス
管
ཀྵ
責
任
者
資
格
取
得
研
修

 

19 
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

 
【
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
学
ぶ
】

 
9/24 

支
援
員

1໌
 
施
設
の
特
性
を
考
え
た
事
故
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
習
得
し
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
๏
๑
を

学
び
、
༙
効
な
対
策
を
考
え
る
知
識
と
技
術
を
修
得
す
る
。

 

20 
全
国
社
会
ෳ
祉
๑
人
経
営
者
協
議
会

 
「
コ
ー
チ
ン
グ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
」

 
9/29～
9/30 

管
ཀྵ
職

1໌
 
コ
ー
チ
ン
グ
技
術
を
学
ぶ

 
 

 

21 
日
ຌ
経
営
セ
ミ
ナ
ー

 
「
࿓
ແ
管
ཀྵ
に
つ
い
て
」

 
10/1 

管
ཀྵ
職

1໌
 

題
職
員
の
対
応
と
࿓
ແ

題
ト
ラ
ブ
ル

止
の
ポ
イ
ン
ト
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N
o 

研
修
໌

 
開
催
時
期

 
参
加
職
種

 
研

 
修

 
内

 
༲

 

22 
日
ຌ
経
営
セ
ミ
ナ
ー

 
「
初
め
て
の
施
設
長
育
成
塾
」

 
10/8,9 

管
ཀྵ
職

1໌
 
施
設
長
と
し
て
必
གྷ
な
ス
キ
ル
や
姿
勢
を
学
ぶ

 

23 
全
国
社
会
ෳ
祉
๑
人
経
営
青
年
会

 
「
専

講
座
」

 
10/24,25 

管
ཀྵ
職

1໌
 
多
༹
で
柔
軟
な
組
織
づ
く
り
を
改
革
す
る

 

24 
Ἔ
城
県
心
身
障
害
者
ෳ
祉
協
会

 
10/29,30 

管
ཀྵ
職

1໌
 
サ
ー
ビ
ス
管
ཀྵ
責
任
者
等
研
修

 

25 
強
度
行
動
障
害
（
自
ถ
症
支
援
）

 
事
ྭ
ๅ
告
会

 
11/18 

管
ཀྵ
職

1໌
 
強
度
行
動
障
害
へ
の
取
り
組
み
を
具
体
的
に
知
り
、
今
後
の
支
援
๏
๑
や
施
策
を
考
え
る
。

 

26 
中
央
ෳ
祉
学
院

 
2019

社
会
ෳ
祉
施
設
施
設
長
資
格
認
定

講
習
課
程
第

3
回
集
合
研
修

 

12/6～
12/10 

管
ཀྵ
職

1໌
 
施
設
長
認
定
講
習

 
ス
ク
ー
リ
ン
グ
授
業

 

27 
社
会
ෳ
祉
๑
人
等
管
ཀྵ
・
代
表
者
研
修

 
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
信
བ
性
の
高
い
組
織
を
つ
く
る
」

 
12/16 

管
ཀྵ
職

1໌
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
必
གྷ
性
を
ཀྵ
解
す
る
。

 
社
会
的
གྷ
請
に
応
え
、
信
བ
性
の
高
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
整
備
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
。

 

28 
Ἔ
城
県
障
害
者
虐
待

止
・
権
ཤ
༶
護
研

修
（
管
ཀྵ
者
対
象
）

 
12/20 

管
ཀྵ
職

1໌
 
「
虐
待

止
の
ཀྵ
解
・
現
状
と
課
題
」
「
権
ཤ
༶
護
・
虐
待

止
に
つ
い
て
～
ご
家
族
の
想
い

を
聴
く
」
「
施
設
・
事
業
所
に
お
け
る
虐
待

止
の
体
制
整
備
に
つ
い
て
（
事
ྭ
発
表
）
」

 
29 

社
会
ෳ
祉
施
設
等
給
食
担
当
職
員
研
修

 
2/12 

栄

士

1໌
 
「
日
ຌ
ྋ
ཀྵ
の
基
ຌ
」
「
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
」
「
栄

管
ཀྵ
に
つ
い
て
」

 

30 
記

の
書
き
๏
研
修

 
2/3 

支
援
員

2໌
 
記

の

的
や
意
ັ
を
ཀྵ
解
し
た
う
え
で
書
き
๏
を
学
び
、
演
習
を
通
し
て
自

が
書
い
て
い

る
記

や
支
援
を
振
り
ศ
る
。

 

31 
県

地
区

7
施
設
研
修
会

 
2/6 

管
ཀྵ
者

3໌
 

支
援
員

2໌
 
「
働
き
๏
改
革
」
の
概
གྷ
と
࿓
ແ
管
ཀྵ
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル

止
の
ポ
イ
ン
ト

 
講
師
：

月
社
会
ฯ
険
࿓
ແ
士
事
ແ
所

 

32 
Ἔ
城
県
社
会
ෳ
祉
๑
人
経
営
青
年
会

 
セ
ミ
ナ
ー

 
2/18 

支
援
員

3໌
 
「
職
場
ྙ
を
い
か
に
高
め
る
か
」

 

33 
強
度
行
動
障
害
支
援
者

成
研
修

 
（
基
礎
研
修
）

 
2/20,21 

支
援
員

1໌
 
「
強
度
行
動
障
害
」
を
༙
す
る
者
が
安
定
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害

特
性
の
ཀྵ
解
に
基
づ
く
適
切
な
支
援
を
行
う
支
援
者
を

成
す
る
。

 



p. 62 
 ８
．

 
災
の
取
り
ૌ
み
状
況
ๅ
告

 
 

ඈ
ೋ
訓
࿇
実
施
状
況
ๅ
告

 
ೖ


 
訓
࿇
໌

 

ఈ
と
ね
ら
い

 
訓
࿇
಼
༲

 
ཻ
意
఼

 
4/23 

 
避
難
訓
࿇

 

間
想
定

 
出
火
場
所
：
厨


 
緊
急
๎
送
を
よ
く
ซ
き
指
定
場
所
に
速
や

か
に
避
難
༢
導
し
た
。

 


間
を
想
定
し
て

勤
者

2
໌
と
管
ཀྵ
当
直

1
໌
の

体
制
で
避
難
訓
࿇
を
実
施
し
た
。

 
各
職
員
の
ༀ
割

担
を
確
認
し
た
。

 

避
難
場
所
：
グ
ラ
ン
ド

 
各
ༀ
割

担
を
把
握
し
、
速
や
か
に
行
動

す
る
。

 
職
員
間
で
の
声
の
掛
け
合
い
を
し
っ
か
り

と
行
う
。

 
5/23 

避
難
訓
࿇

 
 

昼
間
想
定

 
出
火
場
所
：
厨


 
消
火
器
具
の
使
༽
๏
๑
の
再
確
認
し
た
。

 
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
༢
導
を
し
た
。

 

火
災
覚
知
後
、
職
員
の
༢
導
の
下
、
緊
急
๎
送
の
指

示
に
従
い
、
速
や
か
に
活
動
場
所
か
ら
避
難
場
所
へ

避
難
し
、
人
員
確
認
を
行
っ
た
。

 
 

避
難
場
所
：
グ
ラ
ン
ド

 
事
ແ
所
、支
援
員
、厨

そ
れ
ぞ
れ
の
ༀ
割

を
再
確
認
し
、
全
員
が
認
識
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
な
༢
導
を
行
え
る
よ
う

に
す
る
。

 
6/13 

消

総
合
訓
࿇

 
（
消
火
器
具
の

 
使
༽
含
む
）

 

総
合

災
訓
࿇
と
し
て
消

署
員
の
ཱི
会

い
の
下
、

間
を
想
定
し
て
避
難
訓
࿇
を

実
施
し
た
。

 

通
ๅ
・
消
火
・
避
難
の
一
࿊
の
ླྀ
れ
で
行
っ
た
。

 
通
ๅ
訓
࿇
・
消
火
訓
࿇
・
避
難
訓
࿇
を
行
い
ひ
た
ち

な
か
市
消

ຌ
෨
職
員
の
指
導
を
受
け
た
。

 

避
難
場
所
：
グ
ラ
ン
ド

 
ひ
た
ち
な
か
市
消

ຌ
෨
職
員
の
指
導
の

下
、
消
火
及
び
通
ๅ
の
実
施
訓
࿇
を
行

う
。
指
摘
を
受
け
た
点
に
つ
い
て
は
、
今

後
重
点
的
に
行
う
。

 
7/17 

避
難
訓
࿇

 

間
想
定

 
出
火
場
所
：
洗
濯
室

 
緊
急
๎
送
を
よ
く
ซ
き
指
定
場
所
に
口
を

押
さ
え
、
低
い
姿
勢
で
安
全
に
避
難
し
た
。 

火
災
覚
知
後
、
職
員
の
༢
導
の
下
、
緊
急
๎
送
の
指
示

に
従
い
速
や
か
に
各
居
室
か
ら
避
難
場
所
へ
避
難
し
、

人
員
確
認
を
行
っ
た
。

 

避
難
場
所
：
グ
ラ
ン
ド

 
出
火
場
所
を
避
け
、
低
い
姿
勢
で
口
を
押

さ
え
て
避
難
す
る
よ
う
声
掛
け
を
す
る
。
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月
ೖ

 
訓
࿇
໌

 

ఈ
と
ね
ら
い

 
訓
࿇
಼
༲

 
ཻ
意
఼

 
8/16 

避
難
訓
࿇

 
 


間
想
定

 
出
火
場
所
：
厨


 
緊
急
๎
送
を
よ
く
ซ
き
、口
を
押
さ
え
、低

い
姿
勢
で
安
全
に
避
難
し
た
。

 


間

3
໌
（

勤
者

2
໌
、
管
ཀྵ
当
直

1
໌
）
体
制

で
実
施
し
た
。

 
๎
送
や
避
難
༢
導
の
声
か
け
な
ど
に
対
す
る
ཤ
༽
者

の
反
応
を
確
認
し
た
。

 
 

避
難
場
所
：
グ
ラ
ン
ド

 
転
倒
等
の
二
次
災
害
を
想
定
し
て
、
安
全

に
避
難
す
る
事
を
ཻ
意
す
る
。

 

9/24 
避
難
訓
࿇

 

間
想
定

 
出
火
場
所
：
厨


 
出
火
場
所
を
避
け
る
よ
う
に
声
掛
け
や
避

難
༢
導
を
行
っ
た
。

 


間
想
定
で
実
施
。
火
災
覚
知
後
、
女
子
棟

勤
者

に
よ
る
緊
急
๎
送
の
指
示
に
従
い
、
速
や
か
に
各
居

室
か
ら
避
難
場
所
へ
避
難
し
人
員
確
認
を
行
っ
た
。

 
出
火
場
所
を
避
け
て
避
難
す
る
よ
う
に
声
掛
け
༢
導

を
行
っ
た
。

 
 

避
難
場
所
：
グ
ラ
ン
ド

 
訓
࿇
終
྅
後
に
、
緊
急
๎
送
を
ྒྷ
く
ซ
く

こ
と
、
火
元
を
避
け
て
避
難
す
る
よ
う
に

説

を
行
う
。

 

10
月

 
(11/12) 
 

避
難
訓
࿇

 
※
༩
備
日
も
雨

天
の
為
、

11
月
に
振
替

 

昼
間
想
定

 
出
火
場
所
：
厨


 
職
員
間
で
࿊
携
し
て
速
や
か
に
避
難
༢
導

で
き
る
よ
う
に
ༀ
割

担
を
確
認
し
た
。

 

火
災
覚
知
後
、
非
常
๎
送
で
避
難
ໍ
ྫ
が
発
せ
ら
れ

た
ら
、
全
て
の
活
動
を
中
止
し
、
๎
送
に
よ
る
避
難

経
࿑
に
従
い
安
全
に
ཚ
ち
着
い
て
避
難
す
る
よ
う
༢

導
し
た
。
避
難
を
し
た
順
に
人
員
確
認
行
っ
た
。

 
 

避
難
場
所
：
グ
ラ
ン
ド

 
各
ༀ
割

担
を
把
握
し
、
速
や
か
に
行
動

す
る
。

 
声
を
大
き
く
出
し
避
難
༢
導
す
る
。

 

11/25 
避
難
訓
࿇

 
新
採
職
員
の

 
指
導

 


間
想
定

 
出
火
場
所
：
厨


 
火
元
を
避
け
避
難
す
る
よ
う
意
識
し
た
。

 
新
採
職
員
に
避
難
訓
࿇
を
指
導
を
し
た
。

 

避
難
༢
導
時
、
避
難
場
所
を
指
示
し
て
、
ཚ
ち
着
い

て
避
難
す
る
よ
う
に
声
掛
け
を
行
っ
た
。

 
新
採
職
員
に
訓
࿇
の
説

を
行
っ
た
。

 
    

避
難
場
所
：
グ
ラ
ン
ド

 
段
差
で
の
転
倒
等
、
二
次
的
な
災
害
に
注

意
す
る
。

 
新
採
職
員
に
避
難
訓
࿇
の
ླྀ
れ
と
重
གྷ
性

を
ཀྵ
解
し
て
も
ら
う
。
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月
ೖ

 
訓
࿇
໌

 

ఈ
と
ね
ら
い

 
訓
࿇
಼
༲

 
ཻ
意
఼

 
12/12 

避
難
訓
࿇

 
新
採
職
員
指
導

 

間
想
定

 
出
火
場
所
：
厨


 
安
全
に
ཻ
意
し
て
避
難
の
声
掛
け
༢
導
を

行
っ
た
。

 
新
採
職
員
に
避
難
訓
࿇
を
実
践
し
て
も
ら

う
。

 


間
想
定
で
実
施
し
た
。

 
女
子

勤
者
に
よ
る
緊
急
๎
送
の
指
示
に
従
い
、
ཚ

ち
着
い
て
避
難
す
る
よ
う
に
声
掛
け
、
༢
導
す
る
。

避
難
後
は
速
や
か
に
人
員
確
認
を
行
っ
た
。

 
新
採
職
員
に
避
難
訓
࿇
の
ླྀ
れ
を
把
握
し
て
も
ら
っ

た
。

 

避
難
場
所
：
グ
ラ
ン
ド

 
出
火
場
所

近
を
通
過
し
て
避
難
し
な
い

よ
う
ཻ
意
す
る
。
凍
結
に
よ
る
転
倒
に
も

ཻ
意
す
る
。

 
新
採
職
員
に
避
難
訓
࿇
の
ླྀ
れ
を
把
握
し

て
も
ら
う
。

 
1/16 

避
難
訓
࿇

 

間
想
定

 
出
火
場
所
：
洗
濯
室

 
避
難
経
࿑
で
危
険
個
所
は
ໃ
い
か
確
認
し

た
。

 
 


間
想
定
で
実
施
し
た
。

 
出
火
想
定
場
所
の
洗
濯
室

近
を
避
け
て
グ
ラ
ン
ド

に
避
難
す
る
よ
う
に
声
掛
け
、
༢
導
を
行
っ
た
。

 
職
員
の
ༀ
割

担
を
確
認
し
て
、
安
全
に
避
難
༢
導
で

き
る
よ
う
に
し
た
。

 

避
難
場
所
：
交
ླྀ
ホ
ー
ム

 
࿑

凍
結
や
寒
さ
等
、
注
意
す
る
事
項
が

増
え
る
の
で
ཻ
意
す
る
。

 

2/19 
避
難
訓
࿇

 

間
想
定

 
出
火
場
所
：
洗
濯
室

 
消
火
器
具
の
使
༽
๏
๑
の
再
確
認
を
し

た
。

 
ཚ
ち
着
い
て
安
全
に
避
難
༢
導
を
行
っ

た
。

 


間
想
定
で
実
施
し
た
。

 
緊
急
๎
送
の
操
作
手
順
を
確
認
し
た
。

 
職
員
間
で
声
を
掛
け
合
い
、
点
呼
、
避
難
が
遅
れ
て
い

る
ཤ
༽
者
の
༢
導
を
行
っ
た
。

 

避
難
場
所
：
グ
ラ
ン
ド

 
非
常
๎
送
設
備
の
操
作
手
順
を
確
認
し
、

使
༽
๏
๑
を
周
知
す
る
。

 
 

3/25 
避
難
訓
࿇

 
昼
間
想
定

 
出
火
場
所
：
厨


 
職
員
間
の
࿊
携
を
確
認
し
て
速
や
か
に
避

難
༢
導
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

 

昼
間
想
定
で
実
施
し
た
。

 
出
火
確
認
後
、
各
職
員
が
ༀ
割

担
を
把
握
し
て
速

や
か
に
避
難
༢
導
に
当
た
れ
る
よ
う
に
し
た
。

 
避
難
経
࿑
に
危
険
な
個
所
が
な
い
か
確
認
を
行
っ
た
。

 

各
職
員
、
ༀ
割

担
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
、安
全
、適
確
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
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９．主な催事のๅ告 
月 ೖ ಼༲ 支援員ༀ員 ฯ護者のༀ員 ඍ考 

４月     

ॵ旬 お花見外出 高安・山  
お花見をしながらおやつ

をৱべる。 

 4() お花見อ ਧ৮員   

20(ౖ) 
の会૱会 

９：３０～ 

施અௗ 

遠山、高安、山 

ฯ護者参加 

41໌ 
各୴であり。 

５月     

11(ౖ) 春の運ಊ会 ਈీ・宇  
参加：ཤ༽者、

兄、৮員 

止 スポーツの集い 
（施અ）関・ీ 

（६ඍ）磯㟔・ᖔീ 
  

６月     

 希外出 砂押・ઔ   

 お楽しみৱ事会 ∃   

 ૡঈ ੶ઔ・寺山   

７月     

 ཱི記೨ೖ ਧ৮員   

 お楽しみৱ事会 山（ඔ）   

20(ౖ) 夏のいこい 磯㟔・ీ 
ฯ護者参加 

48໌ 

参加：ཤ༽者、

兄、৮員 

８月     

 お楽しみৱ事会 ಼   

９月     

 お楽しみৱ事会 岡ీ   
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月 ೖ ಼༲ 支援員ༀ員 ฯ護者のༀ員 ඍ考 
10月     
23(ਭ) 
28(月) 

ೖ帰りྃ行 栗原・岩間  ෳౣアクアワールド 

止 四施અ合ಋ運ಊ会 
 

 
  

 お楽しみৱ事会 佐౽   

11月     

3(ೖ) 秋まつり 山・൏・੶ઔ 
ฯ護者参加 

44໌ 

参加：ཤ༽者、兄、 

৮員 

9(ౖ) ひたちなか市運ಊ会 ൏・根ຌ   

 お楽しみৱ事会 ోว   

12月     

4(ਭ) さよならパーティ ਈీ・関・稲ઔ 
ฯ護者参加 

27໌ 

参加：ཤ༽者、兄、 

৮員 

24(火) 
クリスマス会 

（施અ಼） 
根ຌ・宇   

１月     

 おਜ਼月ৱ事 ਧ৮員   

２月     

 ઇ 砂押   

 お楽しみৱ事会 岡ీ   

３月     

 ひな祭りৱ事 ਧ৮員  

ひなਕ形はのびのびൟに

てઅ及びฤけを行

う。 

 レストランアラカルト 岩間・ຉ江  

1೧のൕを含め、間

と一ॻに楽しいৱ事をし

ましょう。 
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10．見学者・ボランティア受けれๅ告 
 
見学者およびボランティアの受け入れについては、広く施設機能の解๎をすすめ、施設の
透性を育てる上で極めて༙༽なものと認識致します。 
さらに私たち施設職員は、新しい人々との出会いによって、自らが絶えず試され鍛えられ
ていく貴重な体験の機会であると考えます。 

 そして、これらの๏々は、地域における貴重な人的ෳ祉資源でもあります。施設見学やボラ
ンティア活動を通じて、段日常では関わる機会も少ないであろう、障害者とのふれあいによ
り垣根が外れ、また、地域に障害者ෳ祉におけるཀྵ解者が輩出されたことと希する次第です。 
 
１． 施設見学者受け入れ状況ๅ告 
日時 団体໌等 見学的 
５月 9日 Ἔ城県ฯ健ෳ祉෨ෳ祉指導課 

ෳ祉監査室          【計 7໌】 
・施設内視察 
・質疑 

随時受入を
行った 

日中一時ཤ༽的見学者 
短期入所ཤ༽的見学者 
施設入所ཤ༽的見学者 

 

  
2. ボランティア受け入れ状況 
日時 団体໌等 ボランティア内༲ 
ຘ月 
第１金༷日 

いちょうの会 
【༁ 8໌】 

まくら作業班において、まくらの๕
製を手伝っていただいた。 

月 1回 ふるさとྋཀྵ教室 
（4/10,5/8,6/12,7/10,9/11,10/9,11/13,12/11）  

稲田公館において、ྋཀྵサークル
の活動に参加させてもらった。 

秋祭り 砂押園芸 5໌ 
筑波銀行 6໌ 
常磐大学 4໌  
ひたちなか市社会ෳ祉協議会申込一般 4໌ 
水戸医師会看護専学院 2໌ 
リリーこども＆スポーツ専学校 2໌ 
水戸看護ෳ祉専学校 2໌ 
佐高等学校 11໌ 
水戸信༽金庫 3໌ 
水戸証券 3໌ 
日産観光 1໌ 
(ෳ)障害者支援施設なるみ園 7໌ 
(ෳ)障害者支援施設幸の実園 4໌ 
(ෳ)障害者支援施設やまびこ厚生園 7໌ 
(ෳ)ハートケアセンターひたちなか 3໌ 
(ෳ)心(shin) 13໌ 

祭りの運営のึ助 
ໝ擬店の出店等のご協ྙ 
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11．主な環境ඍ、の購のๅ告 
日常的な施設設備の点検を継続したことで修繕や背日が必གྷな箇所を早めに見つけて対応す
ることができました。 
ཤ༽者の視点では安全で快適な住環境を、職員の視点では安全な࿓働環境とෝ担軽減や効ི性
を重視した品の見直し整備を行ってまいりました。 
また、日頃の清掃や整ཀྵ整頓に心がけて清潔で整備の行き届いた環境づくりに努めました。 

 
【環境整備】 
月 内 ༲ 的・ཀྵ༟・効果等 費 ༽ 
4 ビニールハウスの修繕 めぐみ班の作業活動で使༽していたビニール

ハウスが෫により破損しており修繕を行った。 
17ຬ円 

7 厨内床排水溝の修繕 経年により床排水溝に破損が多くみられ、害虫
の侵入や虫の発生が懸念された。排水溝の修整
をし塗装を施し修繕を行った。 

43ຬ円 

7 施設屋根水修繕 医ແ室内において雨りが生じてしまい、施設
屋根の水工事を行った。 

61ຬ円 
 

9 施設内ป修繕・改修 女子支援員室周りのปにおいて経年により美
観を損ねており、簡易な清掃により美観をฯて
るようパネル貼りけを行った 

17ຬ円 

10 地域交ླྀホームส器交換 2台 頻回にส器の詰まりを繰りศしており、多人数
の使༽に耐えられるようタンクタイプであっ
たส器から水道直結型のส器へ交換をした。 

30ຬ円 

10 食堂洗台の改修 車いすでもཤ༽できる洗台に交換し、電気温
水器を設置しཤ༽者の๏が快適にཤ༽できる
よう拐取を行った、また、洗周りのปは簡易
な清掃により美観をฯてるようパネル貼り
けを行った。 

83ຬ円 

11 職員駐車場へ外灯設置 間における安全、犯を的に職員駐車場へ
LED外灯を設置した。 

11ຬ円 

2 男子棟ཤ༽者居室入口ปの改
修工事 

男子棟ཤ༽者の居室入口の電気スイッチ近
は日常的にさわることが多く、汚れやすいため
長期的に衛生的かつ美観をฯてるようパネル
貼りけを行った。 

33ຬ円 

3 男子棟側通࿑ 経年により所々ะ装がはがれ、また、桜の根が
ะ装を押し上げ波を打つ状態となっており、ཤ
༽者の転倒止するため再ะ装工事を行った。
また、桜のは伐採伐根を行った。 

59ຬ円 
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3 施設内ป修繕・改修 女子棟ཤ༽者の居室入口の電気スイッチ近
は日常的にさわることが多く、汚れやすいため
長期的に衛生的かつ美観をฯてるようパネル
貼りけを行った。 

26ຬ円 

3 厨内 照・殺菌灯の交換 厨内の蛍光灯が経年により安定器が不ྒྷと
なり交換をགྷする為、LED 照に交換を行っ
た。また、殺菌灯 2台においても故障しており
交換をした。 

14ຬ円 

 
【品等】※10ຬ円以上 
月 内 ༲ 的・ཀྵ༟・効果等 費 ༽ 
5 ソファーベンチ 4台 施設内共༙スペースに設置してある、ソファー

ベンチの破損、汚損しているものを交換した。 
14ຬ円 

2 厨内 卓上型業ແ༽ྮ蔵庫 業ແの省ྙ化・効ི化の観点から、これまで使
༽していた調ཀྵテーブルのところに、卓上型ྮ
蔵庫を設置し業ແの動線が大きく向上した。 

23ຬ円 

 


